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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に導入されて該被検体内の情報を取得し、外部の受信装置と無線通信可能なカ
プセル型内視鏡装置において、
　前記被検体を撮像し、該被検体内の画像データを生成する撮像部と、
　前記画像データを含む無線信号を外部へ送信する送信部と、
　前記受信装置から送信された当該カプセル型内視鏡装置の動作を指示する制御信号を受
信する受信部と、
　前記送信部が前記無線信号を送信した送信タイミングと対応付けて、前記受信部を起動
させるカプセル制御部と、
　を備え、
　前記撮像部は、所定のフレームレートで撮像可能であり、
　前記カプセル制御部は、前記所定のフレームレートに応じて、前記受信部を起動させる
起動回数を決定することを特徴とするカプセル型内視鏡装置。
【請求項２】
　前記カプセル制御部は、前記送信部が前記無線信号の送信を開始した直後に、前記受信
部を起動させることを特徴とする請求項１に記載のカプセル型内視鏡装置。
【請求項３】
　前記カプセル制御部は、前記送信部が前記無線信号の送信を完了した後に、前記受信部
を起動させることを特徴とする請求項１に記載のカプセル型内視鏡装置。
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【請求項４】
　前記カプセル制御部は、前記撮像部に対して所定のフレーム間隔で撮像を休止させると
ともに、前記撮像部が休止している休止期間において前記受信部を起動させることを特徴
とする請求項１に記載のカプセル型内視鏡装置。
【請求項５】
　前記カプセル制御部は、前記受信部が同一の指示内容を含む前記制御信号を複数回受信
した場合、該制御信号に応じた動作を当該カプセル型内視鏡装置に１回だけ実行させるこ
とを特徴とする請求項１に記載のカプセル型内視鏡装置。
【請求項６】
　複数のアンテナを有するアンテナ装置が着脱自在に装着される受信装置において、
　前記アンテナ装置が装着された際に、外部から送信される無線信号を受信する一つのア
ンテナを前記複数のアンテナの中から選択するアンテナ選択部と、
　前記アンテナ選択部が選択したアンテナに断線が生じているか否かを判定する断線判定
部と、
　画像データに対応する画像を表示する表示部と、
　前記断線判定部が前記選択したアンテナに断線が生じていると判定した場合、前記表示
部に前記選択したアンテナに断線が生じていることを示す断線情報を表示させる表示制御
部と、
　前記断線情報を削除する指示信号の入力を受け付ける操作入力部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、前記指示信号が入力された場合、前記断線情報のみを前記表示部に
削除させることを特徴とする受信装置。
【請求項７】
　被検体内に導入されたカプセル型内視鏡装置から送信された該被検体内の情報を含む無
線信号を受信する受信装置において、
　当該受信装置の構成部位に電力を供給する電源部と、
　画像データに対応する画像を表示する表示部と、
　前記電源部に蓄電された残量を検出する残量検出部と、
　前記残量検出部が検出した前記残量が予め設定された第１の閾値以上であるか否かを判
定する残量判定部と、
　前記残量判定部によって前記残量が前記第１の閾値未満であると判定された場合、前記
表示部に警告を表示させる表示制御部と、
　前記表示部が消費する消費電力量を測定する電力測定部と、
　を備え、
　前記残量判定部は、検査開始時に前記残量検出部が検出した前記残量から前記電力測定
部が測定した消費電力量を引いた残量が予め設定された第２の閾値以上であるか否かを判
定することを特徴とする受信装置。
【請求項８】
　前記電力測定部は、前記残量判定部によって前記残量が前記第１の閾値未満であると判
定された場合、前記消費電力量の測定を開始することを特徴とする請求項７に記載の受信
装置。
【請求項９】
　任意な操作が可能な任意操作モードと、操作が制限された制限モードとのうちの一方を
切り替えて当該受信装置に設定する動作モード切替部をさらに備え、
　前記動作モード切替部は、前記残量判定部によって前記電源部の残量が予め設定された
第３の閾値未満であると判定された場合、当該受信装置を前記制限モードに設定すること
を特徴とする請求項８に記載の受信装置。
【請求項１０】
　検査開始前に当該受信装置に関する設定条件を設定する指示信号の入力を受け付ける操
作入力部をさらに備え、
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　前記動作モード切替部は、当該受信装置が前記設定条件に達した場合、前記制限モード
から前記任意操作モードに切り替えることを特徴とする請求項９に記載の受信装置。
【請求項１１】
　前記画像データを記録する記録部をさらに備え、
　前記設定条件は、前記記録部が記録する前記画像データのデータ量、前記電源部の残量
または検査を行ってからの経過時間のいずれかであることを特徴とする請求項１０に記載
の受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内に導入されて被検体内を撮像するカプセル型内視鏡装置、カプセル
型内視鏡装置から送信された情報を受信する受信装置およびカプセル型内視鏡システムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カプセル型の筐体内部に撮像装置やこの撮像装置によって撮影された画像データ
を外部へ無線送信する通信装置等を備えたカプセル型内視鏡装置が知られている。
【０００３】
　カプセル型内視鏡装置は、被検体の体腔内の観察のために被検体の口から飲み込まれた
後、被検体から自然排出されるまでの間、食道、胃および小腸等の臓器の内部を各臓器の
蠕動運動にしたがって移動し、順次撮像する。体腔内を移動する間、カプセル型内視鏡に
よって体腔内で撮像された画像データは、順次無線通信により体外に送信され、体外の受
信装置の内部もしくは外部に設けられたメモリに蓄積される。
【０００４】
　医師または看護師は、メモリに蓄積された画像データを、受信装置を差し込んだクレー
ドルを介して画像処理装置に転送し、この画像処理装置の表示モニタに表示させた画像に
基づいて、被検体の診断を行う。
【０００５】
　カプセル型内視鏡装置から無線信号を受信する場合、一般に受信装置では、複数の受信
アンテナを被検体の外部に分散配置し、受信する受信強度が最も強い１つのアンテナを選
択し、この選択したアンテナによって無線信号を受信している。たとえば、受信装置が被
検体の外部に配置された複数のアンテナの受信切り替えを行い、各アンテナが受信する電
界強度に応じて、無線信号の発信源である被検体内のカプセル型内視鏡装置の位置を検出
する技術が開示されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－６０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上述したカプセル型内視鏡装置は、受信装置から送信される制御信号に応じ
て、撮影間隔や照明方法を変更する動作モードを切り替える。しかしながら、上述したカ
プセル型内視鏡装置は、受信装置から送信される制御信号を受信するため、アンテナを介
して制御信号を受信する受信部に常時電力を供給し、制御信号を受信可能な状態にしてい
る。このため、カプセル型内視鏡装置に搭載された電池の電力が大量に消費されてしまう
という問題点があった。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、電池の消費を低減することができるカ
プセル型内視鏡装置、受信装置およびカプセル型内視鏡システムを提供することを目的と
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する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかるカプセル型内視鏡装置
は、被検体内に導入されて該被検体内の情報を取得し、外部の受信装置と無線通信可能な
カプセル型内視鏡装置において、前記被検体を撮像し、該被検体内の画像データを生成す
る撮像部と、前記画像データを含む無線信号を外部へ送信する送信部と、前記受信装置か
ら送信された当該カプセル型内視鏡装置の動作を指示する制御信号を受信する受信部と、
前記送信部が前記無線信号を送信した送信タイミングと対応付けて、前記受信部を起動さ
せるカプセル制御部と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかるカプセル型内視鏡装置は、上記発明において、前記カプセル制御
部は、前記送信部が前記無線信号の送信を開始した直後に、前記受信部を起動させること
を特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかるカプセル型内視鏡装置は、上記発明において、前記カプセル制御
部は、前記送信部が前記無線信号の送信を完了した後に、前記受信部を起動させることを
特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかるカプセル型内視鏡装置は、上記発明において、前記撮像部は、所
定のフレームレートで撮像可能であり、前記カプセル制御部は、前記所定のフレームレー
トに応じて、前記受信部を起動させる起動回数を決定することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかるカプセル型内視鏡装置は、上記発明において、前記カプセル制御
部は、前記撮像部に対して所定のフレーム間隔で撮像を休止させるとともに、前記撮像部
が休止している休止期間において前記受信部を起動させることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかるカプセル型内視鏡装置は、上記発明において、前記カプセル制御
部は、前記受信部が同一の指示内容を含む前記制御信号を複数回受信した場合、該制御信
号に応じた動作を当該カプセル型内視鏡装置に１回だけ実行させることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかるカプセル型内視鏡システムは、被検体内に導入されて該被検体内
の情報を取得するカプセル型内視鏡装置と、前記カプセル型内視鏡装置と無線通信可能な
受信装置と、を備えたカプセル型内視鏡システムにおいて、前記カプセル型内視鏡装置は
、前記被検体を撮像し、該被検体内の画像データを生成する撮像部と、前記画像データを
含む無線信号を外部へ送信する送信部と、前記受信装置から制御信号を受信する受信部と
、前記送信部が前記無線信号を送信した送信タイミングと対応付けて、前記受信部を起動
させるカプセル制御部と、を備え、前記受信装置は、前記無線信号を受信する受信部と、
前記制御信号を送信する送信部と、前記受信部が前記無線信号を受信した直後に、同一の
指示内容を含む前記制御信号を所定の間隔で前記送信部に複数回送信させる受信制御部と
、を備えたことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる受信装置は、複数のアンテナを有するアンテナ装置が着脱自在に
装着される受信装置において、前記アンテナ装置が装着された際に、外部から送信される
無線信号を受信する一つのアンテナを前記複数のアンテナの中から選択するアンテナ選択
部と、前記アンテナ選択部が選択したアンテナに断線が生じているか否かを判定する断線
判定部と、を備えたことを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、画像を表示する表示部と、前記
断線判定部が前記選択したアンテナに断線が生じていると判定した場合、前記表示部に前
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記選択したアンテナに断線が生じていることを示す断線情報を前記表示部に表示させる表
示制御部と、を備えたことを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記断線情報を削除する指示信
号の入力を受け付ける操作入力部をさらに備え、前記表示制御部は、前記指示信号が入力
された場合、前記断線情報のみを前記表示部に削除させることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明にかかる受信装置は、被検体内に導入されたカプセル型内視鏡装置から送
信された該被検体内の情報を含む無線信号を受信する受信装置において、当該受信装置の
構成部位に電力を供給する電源部と、前記画像データに対応する画像を表示する表示部と
、前記電源部に蓄電された残量を検出する残量検出部と、前記残量検出部が検出した前記
残量が予め設定された閾値以上であるか否かを判定する残量判定部と、前記残量判定部に
よって前記残量が前記閾値未満であると判定された場合、前記表示部に警告を表示させる
表示制御部と、を備えたことを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記表示部が消費する消費電力
量を測定する電力測定部をさらに備え、前記残量判定部は、検査開始時に前記残量検出部
が検出した前記残量から前記電力測定部が測定した消費電力量を引いた残量が前記閾値以
上であるか否かを判定することを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記電力測定部は、前記残量判
定部によって前記残量が前記閾値未満であると判定された場合、前記消費電力量の測定を
開始することを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、任意な操作が可能な任意操作モ
ードと、操作が制限された制限モードとのうちの一方を切り替えて当該受信装置に設定す
る動作モード切替部をさらに備え、前記動作モード切替部は、前記残量判定部によって前
記電源部の残量が前記閾値未満であると判定された場合、当該受信装置を前記制限モード
に設定することを特徴とする。
【００２３】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、検査開始前に当該受信装置に関
する設定条件を設定する指示信号の入力を受け付ける操作入力部をさらに備え、前記動作
モード切替部は、当該受信装置が前記設定条件に達した場合、前記制限モードから前記任
意操作モードに切り替えることを特徴とする。
【００２４】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記発明において、前記画像データを記録する記録
部をさらに備え、前記設定条件は、前記記録部が記録する前記画像データのデータ量、前
記電源部の残量または検査を行ってからの経過時間のいずれかであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、カプセル制御部が送信部によって無線信号が送信された送信タイミン
グと対応付けて、受信部を起動するので、電池の消費を低減することができるという効果
を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかるカプセル型内視鏡システムの概略構成を
示す模式図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１にかかるカプセル型内視鏡装置の概略構成を示す
ブロック図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１にかかるアンテナ装置およびアンテナケーブルの
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構成を示す模式図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１にかかるアンテナ装置およびアンテナ接続ユニッ
トの機能構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態１にかかる受信装置の外観を示す模式図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態１にかかる受信装置の機能構成を示すブロック図で
ある。
【図７】図７は、本発明の実施の形態１にかかるカプセル型内視鏡装置が画像データを送
信する送信タイミングと受信装置が制御信号を送信する送信タイミングとの関係を示すタ
イミングチャートである。
【図８】図８は、本発明の実施の形態１にかかるカプセル型内視鏡装置が実行する処理の
概要を示すフローチャートである。
【図９】図９は、本発明の実施の形態１にかかるカプセル型内視鏡装置が送信する無線信
号の構成の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態２にかかるカプセル型内視鏡装置の機能構成を
示すブロック図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態２にかかるカプセル型内視鏡装置が画像データ
を送信する送信タイミングと受信装置が制御信号を送信する送信タイミングとの関係を示
すタイミングチャートである。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態３にかかるカプセル型内視鏡装置が画像データ
を送信する送信タイミングと受信装置が制御信号を送信する送信タイミングとの関係を示
すタイミングチャートである。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態４にかかる受信装置、クレードルおよび画像処
理装置の概略構成を示す模式図である。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態４にかかる受信装置およびクレードルの機能構
成を示すブロック図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態４にかかる画像処理装置の表示部で表示される
受信装置によるガイダンスのイベント情報設定画面の一例を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態４にかかる受信装置の表示部で表示される画像
の一例を示す図である。
【図１７】図１７は、本発明の実施の形態４にかかる受信装置の初期設定処理およびイベ
ント発生のタイムテーブルの一例を示す図である。
【図１８】図１８は、本発明の実施の形態４にかかる受信装置の表示部が表示するメニュ
ー画面の一例を示す図である。
【図１９】図１９は、本発明の実施の形態４にかかる受信装置の表示部が表示する表示画
面の一例を示す図である。
【図２０】図２０は、本発明の実施の形態４の変形例１にかかる受信装置およびクレード
ルの機能構成を示すブロック図である。
【図２１】図２１は、本発明の実施の形態５にかかる受信装置が実行する処理の概要を示
すフローチャートである。
【図２２】図２２は、本発明の実施の形態５にかかる受信装置がアンテナ接続ユニットか
ら情報を取得する際のタイミングを示す図である。
【図２３】図２３は、本発明の実施の形態５にかかる受信装置の表示部が表示するエラー
メッセージの一例を示す図である。
【図２４】図２４は、本発明の実施の形態５にかかる受信装置の表示部が表示する表示画
面の一例を示す図である。
【図２５】図２５は、本発明の実施の形態６にかかる受信装置が行う電力判定処理の概要
を示すフローチャートである。
【図２６】図２６は、本発明の実施の形態６にかかる受信装置の電源部の電力の概要を示
す模式図である。
【図２７】図２７は、本発明の実施の形態６にかかる受信装置の表示部が表示する注意メ
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ッセージの一例を示す図である。
【図２８】図２８は、本発明の実施の形態６にかかる受信装置の表示部が表示する警告メ
ッセージの一例を示す図である。
【図２９】図２９は、本発明の実施の形態６にかかる受信装置の表示部が表示する禁止メ
ッセージの一例を示す図である。
【図３０】図３０は、本発明の実施の形態７にかかる受信装置の表示部がリアルタイムビ
ュー画像を表示している際にキャプチャー画像を設定する設定方法における画面遷移の一
例を示す図である。
【図３１】図３１は、本発明の実施の形態７にかかる受信装置の表示部がリアルタイムビ
ュー画像を表示している際にキャプチャー画像を設定する設定方法における画面遷移の一
例を示す図である。
【図３２】図３２は、本発明の実施の形態７にかかる受信装置の表示部がリアルタイムビ
ュー画像を表示している際にキャプチャー画像を設定する設定方法における画面遷移の一
例を示す図である。
【図３３】図３３は、本発明の実施の形態７にかかる画像処理装置が表示する被検体の検
査画面の一例を示す図である。
【図３４】図３４は、本発明の実施の形態７にかかる受信装置がプレイバックビューモー
ドで表示するプレイバックビュー画面の一例を示す図である。
【図３５】図３５は、本発明の実施の形態７にかかる受信装置がプレイバックビューモー
ドで表示するプレイバックビュー画面の別の一例を示す図である。
【図３６】図３６は、本発明の実施の形態７にかかる受信装置がプレイバックビューモー
ドで表示するプレイバックビュー画面の画面遷移の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下に、本発明の実施の形態（以下、「実施の形態」という）にかかるカプセル型内視
鏡装置、受信装置およびカプセル型内視鏡システムについて、図面を参照しながら説明す
る。なお、この実施の形態によって本発明が限定されるものではない。また、同一の構成
には同一の符号を付して説明する。
【００２８】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかるカプセル型内視鏡システムの概略構成を示す模
式図である。
【００２９】
　図１に示すように、カプセル型内視鏡システム１は、被検体２内の体内画像を撮像する
カプセル型内視鏡装置３と、被検体２内に導入されるカプセル型内視鏡装置３から送信さ
れる無線信号を受信するアンテナ装置４と、アンテナケーブル５を介してアンテナ装置４
から入力される無線信号に所定の処理を行うアンテナ接続ユニット６と、アンテナ接続ユ
ニット６から入力される信号に所定の処理を行ってカプセル型内視鏡装置３が撮像した画
像データの記録または画像データに対応する画像を表示する受信装置７と、モニタ等の表
示画面を備えたワークステーションやパーソナルコンピュータ等によって実現され、クレ
ードル８を介して受信装置７に記録された被検体２内の画像データに対して所定の画像処
理を行って被検体２内の画像を表示する画像処理装置９と、を備える。なお、アンテナ装
置４は、図示しないアンテナホルダーに挿入されて被検体２に装着される。また、受信装
置７は、図示しない受信装置ホルダに挿入されて被検体２に装着される。
【００３０】
　カプセル型内視鏡装置３は、被検体２内を撮像する撮像機能と、被検体２内を撮像して
得られた画像データを無線信号に変換してアンテナ装置４に送信するとともに、アンテナ
装置４から送信された無線信号を受信する無線通信機能と、を有する。カプセル型内視鏡
装置３は、被検体２内に飲み込まれることによって被検体２内の食道を通過し、消化管腔
の蠕動運動によって体腔内を移動する。カプセル型内視鏡装置３は、体腔内を移動しなが
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ら微小な時間間隔、たとえば０．５秒間隔で被検体２の体腔内を逐次撮像し、撮像した被
検体２内の画像データを生成してアンテナ装置４に順次送信する。この場合、カプセル型
内視鏡装置３は、画像データと、受信強度を検出し易くする位置情報（ビーコン）等の受
信強度検出データとを含む送信信号を生成し、この生成した送信信号を変調することによ
って得られる無線信号をアンテナ装置４に無線送信する。
【００３１】
　アンテナ装置４は、周期的にカプセル型内視鏡装置３から無線信号を受信し、アンテナ
ケーブル５を介して無線信号をアンテナ接続ユニット６に出力する。また、アンテナ装置
４は、アンテナケーブル５を介してアンテナ接続ユニット６から入力される制御信号を被
検体２内のカプセル型内視鏡装置３へ送信する。
【００３２】
　アンテナケーブル５は、同軸ケーブルを用いて構成される。アンテナケーブル５は、ア
ンテナ装置４が受信した無線信号をアンテナ接続ユニット６に伝播する。また、アンテナ
ケーブル５は、アンテナ接続ユニット６から入力された制御信号をアンテナ装置４に伝播
する。
【００３３】
　アンテナ接続ユニット６は、受信装置７に対して着脱自在である。アンテナ接続ユニッ
ト６は、アンテナ装置４およびアンテナケーブル５を介してカプセル型内視鏡装置３から
送信された無線信号をもとに被検体２内の画像データの抽出、および無線信号の強度に応
じた受信強度の検出を行う。また、アンテナ接続ユニット６は、アンテナ装置４およびア
ンテナケーブル５を介してカプセル型内視鏡装置３へフレームレート等の動作モードを変
更する制御信号を送信する。
【００３４】
　受信装置７は、アンテナ接続ユニット６を介してカプセル型内視鏡装置３から送信され
た無線信号をもとに被検体２内の画像データを取得する。受信装置７は、位置情報および
時刻を示す時刻情報等を、受信した画像データに対応付けて記録部に記録する。受信装置
７は、カプセル型内視鏡装置３により撮像が行われている間、たとえば被検体２の口から
導入され、消化管内を通過して被検体２内から排出されるまでの間、受信装置ホルダに収
納されて、被検体２に携帯される。受信装置７は、カプセル型内視鏡装置３による検査の
終了後、被検体２から取り外され、カプセル型内視鏡装置３から受信した画像データ等の
情報の転送のため、クレードル８を介して画像処理装置９に接続される。
【００３５】
　クレードル８は、受信装置７が装着された際に受信装置７の記録部から画像データや、
この画像データに関連付けされた受信強度情報、時刻情報およびカプセル型内視鏡装置３
の識別情報等の関連情報を取得し、取得した各種情報を画像処理装置９に転送する。また
、クレードル８は、画像処理装置９から入力される指示信号を受信装置７へ出力する。
【００３６】
　画像処理装置９は、有機ＥＬ（Electro　Luminescence）や液晶ディスプレイ等の表示
部９１を備えたワークステーションまたはパーソナルコンピュータを用いて構成される。
画像処理装置９は、受信装置７を介して取得した被検体２内の画像データに対応する画像
を表示する。画像処理装置９は、マウス９２ａおよびキーボード９２ｂ等の操作入力デバ
イス９２を備える。操作入力デバイス９２は、ユーザによる入力を受け付ける。
【００３７】
　つぎに、図１に示したカプセル型内視鏡装置３の構成について説明する。図２は、カプ
セル型内視鏡装置３の概略構成を示すブロック図である。
【００３８】
　図２に示すカプセル型内視鏡装置３は、照明部３０１と、照明駆動部３０２と、撮像部
３０３と、撮像駆動部３０４と、信号処理部３０５と、送信部３０６と、送信アンテナ３
０７と、受信部３０８と、受信アンテナ３０９と、記録部３１０と、電源部３１１と、カ
プセル制御部３１２と、を備える。
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【００３９】
　照明部３０１は、複数のＬＥＤ等を用いて構成され、撮像部３０３の視野領域を含む被
検体２内（体腔内）を照明する照明光を出射する。照明駆動部３０２は、カプセル制御部
３１２の制御のもと、照明部３０１を所定の周期および明るさで照明光を出射させる。
【００４０】
　撮像部３０３は、照明部３０１が出射した照明光の反射光を集光する１または複数のレ
ンズを有する光学系、および光学系が集光した光を受光面で受光して電気信号に変換する
ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）またはＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　Se
miconductor）等を用いて構成される。撮像部３０３は、被検体２内の画像信号（以下、
「画像データ」という）を生成する。撮像駆動部３０４は、カプセル制御部３１２の制御
のもと、所定のタイミングで撮像部３０３から画像データ（アナログ信号）を信号処理部
３０５へ出力させる。
【００４１】
　信号処理部３０５は、撮像部３０３から入力される画像データに対して、相関二重サン
プリング処理、増幅処理、Ａ／Ｄ変換処理、多重化処理等の所定の信号処理を施すことに
より、被検体２内の撮像領域に対応する画像データを生成する。信号処理部３０５は、カ
プセル制御部３１２の制御のもと、画像データを送信部３０６へ出力する。
【００４２】
　送信部３０６は、カプセル制御部３１２の制御のもと、信号処理部３０５から入力され
る画像データに対して、変調や増幅等の所定の処理を行い、送信アンテナ３０７を介して
アンテナ装置４へ送信する。
【００４３】
　受信部３０８は、受信アンテナ３０９を介してアンテナ装置４から受信した制御信号（
無線信号）に対して、復調や増幅等所定の処理を行ってカプセル制御部３１２へ出力する
。
【００４４】
　記録部３１０は、揮発性メモリや不揮発性メモリ等を用いて構成される。記録部３１０
は、受信部３０８が受信した制御信号に対応する受信データを記録する受信データ記録部
３１０ａと、カプセル型内視鏡装置３の動作モードに応じてカプセル型内視鏡装置３を動
作させるための各種プログラム、たとえば撮像プログラム、照明プログラムおよび各プロ
グラムの実行中に使用される各種データおよび信号処理部３０５による信号処理の動作に
必要なパラメータ等を記録する動作モード情報記録部３１０ｂと、を有する。ここで、動
作モードとは、撮像部３０３による撮像のフレームレート、送信部３０６の送信タイミン
グ、撮像部３０３の休止タイミング、照明部３０１の照明タイミング、明るさ、調光目標
値および照明部３０１の照明方式等がそれぞれ異なって設定されたモードである。
【００４５】
　電源部３１１は、カプセル制御部３１２の制御のもと、カプセル型内視鏡装置３の各部
へ電力を供給する。
【００４６】
　カプセル制御部３１２は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）等を用いて構成され
る。カプセル制御部３１２は、記録部３１０の動作モード情報記録部３１０ｂから各種プ
ログラムを読み出して演算を行うことにより、カプセル型内視鏡装置３を構成する各部に
対する指示やデータの転送等を行ってカプセル型内視鏡装置３の動作を統括的に制御する
。
【００４７】
　カプセル制御部３１２の詳細な構成について説明する。カプセル制御部３１２は、アン
テナ切替部３１２ａと、信号判定部３１２ｂと、動作モード切替部３１２ｃと、を有する
。
【００４８】
　アンテナ切替部３１２ａは、カプセル型内視鏡装置３が外部へ画像データを含む無線信
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号を送信したタイミングと対応付けて、外部からの制御信号を受信する受信部３０８を起
動させる。具体的には、アンテナ切替部３１２ａは、送信部３０６が送信アンテナ３０７
を介して１フレーム分の画像データを含む無線信号を送信した直後に、受信部３０８を起
動させることにより、外部からの制御信号を受信可能な状態に移行させる。
【００４９】
　信号判定部３１２ｂは、受信部３０８の受信期間でアンテナ装置４の複数のアンテナそ
れぞれから送信され受信部３０８が複数回受信した制御信号の内容が、少なくとも２つ以
上一致するか否かを判定する。具体的には、信号判定部３１２ｂは、記録部３１０の受信
データ記録部３１０ａに記録された複数の受信データの内容がそれぞれ一致するか否かを
判定する。
【００５０】
　動作モード切替部３１２ｃは、信号判定部３１２ｂの判定結果に基づいて、カプセル型
内視鏡装置３の動作モードを切替える。具体的には、動作モード切替部３１２ｃは、信号
判定部３１２ｂによって受信部３０８の受信期間で受信部３０８が複数回受信した制御信
号の内容が少なくとも２つ以上一致すると判定した場合、この制御信号に対応する動作モ
ードにカプセル型内視鏡装置３の動作モードを切り替えて、カプセル型内視鏡装置３に１
回だけ実行させる。
【００５１】
　つぎに、図１で示したアンテナ装置４およびアンテナケーブル５の詳細な構成について
説明する。図３は、アンテナ装置４およびアンテナケーブル５の構成を示す模式図である
。
【００５２】
　図３に示すアンテナ装置４は、多角形シート４０と、第１アンテナ４１と、第２アンテ
ナ４２と、第３アンテナ４３と、第４アンテナ４４と、第５アンテナ４５と、第６アンテ
ナ４６と、第７アンテナ４７と、第８アンテナ４８と、コネクタ部４９と、を備える。第
１アンテナ４１～第８アンテナ４８は、コネクタ部４９にそれぞれ接続され、一つの多角
形シート４０上に設けられる。なお、図３においては、基準点Ｏ１は、多角形シートの中
心である。
【００５３】
　多角形シート４０は、シート状のフレキシブル基板を用いて構成される。多角形シート
４０の主面は、略八角形をなす。多角形シート４０は、被検体２の腹部表面全体を覆う大
きさで形成される。多角形シート４０は、略円形状をなす位置決め孔部４０ａを有する。
【００５４】
　位置決め孔部４０ａは、中心が多角形シート４０の基準点Ｏ１を中心に含む位置に設け
られる。位置決め孔部４０ａは、被検体２に装着される際に被検体２に対して、アンテナ
装置４の装着位置を決める位置決め部として機能する。たとえば、被検体２の体表の指標
部位（たとえば、へそ等）が位置決め孔部４０ａ内の中心部（基準点Ｏ１）に位置するよ
うに多角形シート４０を被検体２に取り付けた場合、アンテナ装置４における第１アンテ
ナ４１～第８アンテナ４８が被検体２の体表の所定の装着位置に正確に装着される。なお
、多角形シート４０の主面は、略八角形の必要はなく、たとえば四角形等であってもよい
。
【００５５】
　また、多角形シート４０は、多角形シート４０とアンテナケーブル５の基端部５３との
接続部５３ａを覆うカバー部５４の縁で多角形シート４０が折れ曲がらないように、カバ
ー部５４を、基端部５３から多角形シート４０に向うにつれて厚さが薄くなる弾性部材で
構成されている。なお、アンテナ装置４は、検査中にアンテナホルダーに入れて被検体２
に装着されるが、アンテナ装置４とアンテナホルダーを、上下及び／又は左右非対称な形
状とすることで、アンテナ装置４が上下逆や表裏逆ではアンテナホルダーに入らないよう
にして、アンテナ装置４が間違った向きで被検体２に装着されることを防止できる。また
、アンテナ装置４の表面にアンテナの上下、表裏を間違えないような表示を行ってもよい
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。
【００５６】
　第１アンテナ４１および第２アンテナ４２は、多角形シート４０の基準点Ｏ１を介して
対向する位置にそれぞれ配置される。第１アンテナ４１および第２アンテナ４２は、基準
点Ｏ１から等距離離れた位置にそれぞれ配置される。第１アンテナ４１および第２アンテ
ナ４２は、エレメント部４１ａおよびエレメント部４２ａがそれぞれプリント配線によっ
て多角形シート４０に形成される。第１アンテナ４１および第２アンテナ４２は、平面型
の伝送線路（ストリップライン）によって多角形シート４０に設けられたコネクタ部４９
に接続される。
【００５７】
　第３アンテナ４３および第４アンテナ４４は、第１アンテナ４１の重心と第２アンテナ
４２の重心とを結ぶ直線に対して基準点Ｏ１を中心として平面内でそれぞれ９０度回転し
た位置に配置される。第３アンテナ４３および第４アンテナ４４は、基準点Ｏ１から等距
離離れた位置にそれぞれ配置される。第３アンテナ４３および第４アンテナ４４は、エレ
メント部４３ａおよびエレメント部４４ａがそれぞれプリント配線によって多角形シート
４０に形成される。第３アンテナ４３および第４アンテナ４４は、平面型の伝送線路によ
ってコネクタ部４９に接続される。
【００５８】
　第５アンテナ４５および第６アンテナ４６は、第１アンテナ４１の重心と第２アンテナ
４２の重心とを結ぶ直線に対して伸長方向が４５度をなす位置であって、各々の重心が平
面内の位置にそれぞれ配置される。第５アンテナ４５および第６アンテナ４６は、第１ア
ンテナ４１および第２アンテナ４２より平面内の外周側の位置にそれぞれ配置される。第
５アンテナ４５および第６アンテナ４６は、エレメント部４５ａおよびエレメント部４６
ａがそれぞれプリント配線によって多角形シート４０に形成される。第５アンテナ４５お
よび第６アンテナ４６は、平面型の伝送線路によってコネクタ部４９に接続される。
【００５９】
　第７アンテナ４７および第８アンテナ４８は、第１アンテナ４１の重心および第２アン
テナ４２の重心と第３アンテナ４３の重心および第４アンテナ４４の重心とを結ぶ直線に
対して伸長方向が４５度をなす位置であって、各々の重心が平面内の位置にそれぞれ配置
される。第７アンテナ４７および第８アンテナ４８は、第１アンテナ４１および第２アン
テナ４２より平面内の外周側の位置にそれぞれ配置される。第７アンテナ４７および第８
アンテナ４８は、エレメント部４７ａおよびエレメント部４８ａがプリント配線によって
多角形シート４０に形成される。第７アンテナ４７および第８アンテナ４８は、平面型の
伝送線路によってコネクタ部４９に接続される。
【００６０】
　アンテナケーブル５は、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８がそれぞれ受信した無線
信号をアンテナ接続ユニット６に伝播するとともに、アンテナ接続ユニット６から入力さ
れたカプセル型内視鏡装置３に無線するための制御信号を第１アンテナ４１～第８アンテ
ナ４８それぞれに伝播する。アンテナケーブル５は、オレドメ部５１と、可撓部５２と、
基端部５３と、を有する。オレドメ部５１は、アンテナ接続ユニット６に接続される。可
撓部５２は、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８の数に応じた芯線を有する。基端部５
３は、コネクタ部４９に対して、基準点Ｏ１を通る直線上から所定距離離れた位置で接続
される。
【００６１】
　このように構成されたアンテナ装置４は、被検体２の体表の指標となる部位を基準にし
て第１アンテナ４１～第８アンテナ４８を配置することにより、被検体２の体内臓器であ
り、カプセル型内視鏡装置３が通過する体内管腔に対する各アンテナの相対位置を高い精
度で配置することができる。これにより、位置決め孔部４０ａを用いてアンテナ装置４を
被検体２に取り付けるという簡便な作用によって、アンテナ装置４の被検体２への位置決
めを容易に行うことができる。なお、位置決め孔部４０ａに、透明部材、たとえば透明な
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ビニールシート等を設けてもよい。
【００６２】
　つぎに、図１で説明したアンテナ接続ユニット６および図３で説明したアンテナ装置４
の機能について説明する。図４は、アンテナ装置４およびアンテナ接続ユニット６の機能
構成を示すブロック図である。なお、以下においては、第１アンテナ４１～第８アンテナ
４８のいずれか一つを示す場合、単に第１アンテナ４１として説明する。
【００６３】
　図４に示すアンテナ接続ユニット６は、コネクタ部６００と、アンテナ切替選択スイッ
チ部６０１と、受信部６０２と、信号処理部６０３と、受信電界強度検出部６０４と、送
信部６０５と、断線検出部６０６と、記録部６０７と、コネクタ部６０８と、アンテナ制
御部６０９と、を備える。
【００６４】
　コネクタ部６００は、アンテナケーブル５のオレドメ部５１が着脱自在に接続される。
コネクタ部６００は、アンテナ切替選択スイッチ部６０１および断線検出部６０６それぞ
れに電気的に接続される。
【００６５】
　アンテナ切替選択スイッチ部６０１は、機械式スイッチまたは半導体スイッチ等を用い
て構成される。アンテナ切替選択スイッチ部６０１は、第１アンテナ４１～第８アンテナ
４８それぞれにコンデンサＣ１を介して電気的に接続される。アンテナ切替選択スイッチ
部６０１は、無線信号を受信するアンテナを切り替える切替信号Ｓ１が受信装置７を介し
てアンテナ制御部６０９から入力された場合、切替信号Ｓ１が指示する第１アンテナ４１
を選択し、この選択した第１アンテナ４１と受信部６０２とを電気的に接続する。また、
アンテナ切替選択スイッチ部６０１は、制御信号を送信するアンテナを切り替える切替信
号Ｓ１が受信装置７を介してアンテナ制御部６０９から入力された場合、切替信号Ｓ１が
指示する第１アンテナ４１を選択し、この選択した第１アンテナと送信部６０５とを電気
的に接続する。なお、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８それぞれに接続されるコンデ
ンサの容量は、コンデンサＣ１の容量と等しい。なお、本実施の形態１では、アンテナ切
替選択スイッチ部６０１がアンテナ選択部として機能する。
【００６６】
　受信部６０２は、アンテナ切替選択スイッチ部６０１によって選択された第１アンテナ
４１を介して受信された無線信号に対して復調や増幅等の所定の処理を行って信号処理部
６０３および受信電界強度検出部６０４それぞれへ出力する。
【００６７】
　信号処理部６０３は、受信部６０２から入力された無線信号の中から画像データを抽出
し、抽出した画像データに対して所定の処理、たとえば各種の画像処理やＡ／Ｄ変換処理
等を行ってアンテナ制御部６０９へ出力する。具体的には、信号処理部６０３は、画像デ
ータに対して増幅処理やノイズ低減処理等を行った後にＡ／Ｄ変換を行ってアンテナ制御
部６０９へ出力する。
【００６８】
　受信電界強度検出部６０４は、受信部６０２から入力された無線信号の強度に応じた受
信強度を検出し、検出した受信強度に対応する受信強度信号（ＲＳＳＩ：Received　Sign
al　Strength　Indicator）をアンテナ制御部６０９へ出力する。
【００６９】
　送信部６０５は、コネクタ部６０８およびアンテナ制御部６０９を介して受信装置７か
ら入力される制御信号に変調や増幅等の所定の処理を行って、アンテナ切替選択スイッチ
部６０１によって選択された第１アンテナ４１を介してカプセル型内視鏡装置３へ無線信
号を送信する。
【００７０】
　断線検出部６０６は、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８それぞれにコイルＬ１を介
して電気的に接続される。断線検出部６０６は、アンテナ切替選択スイッチ部６０１によ
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って選択された第１アンテナ４１の断線を検出し、第１アンテナ４１に異常が生じている
場合、第１アンテナ４１に断線が生じていることを示す異常信号Ｓ２をアンテナ制御部６
０９へ出力する。たとえば、断線検出部６０６は、第１アンテナ４１の電圧に基づいて、
第１アンテナ４１に断線が生じているか否かを検出する。なお、断線検出部６０６は、第
１アンテナ４１の短絡の異常を検出してもよい。さらに、第１アンテナ４１～第８アンテ
ナ４８それぞれに接続されるコイルの電気的特性は、コイルＬ１の電気特性と等しい。な
お、本実施の形態１では、断線検出部６０６が断線判定部として機能する。
【００７１】
　記録部６０７は、フラッシュメモリやＲＡＭ等の半導体メモリを用いて構成される。記
録部６０７は、カプセル型内視鏡装置３が撮像した画像データ、この画像データに対応付
けられた各種情報、たとえばカプセル型内視鏡装置３の位置情報、受信強度情報および無
線信号を受信したアンテナを識別する識別情報およびアンテナ接続ユニット６が実行する
各種プログラム等を記録する。
【００７２】
　コネクタ部６０８は、通信インターフェースとしての機能を有し、受信装置７と双方向
に送受信を行う。また、コネクタ部６０８を介して受信装置７からアンテナ接続ユニット
６の各部に電力が供給される。
【００７３】
　アンテナ制御部６０９は、ＣＰＵ等を用いて構成される。アンテナ制御部６０９は、記
録部６０７からプログラムを読み出して実行し、アンテナ接続ユニット６を構成する各部
に対する指示やデータの転送等を行ってアンテナ接続ユニット６の動作を統括的に制御す
る。
【００７４】
　アンテナ制御部６０９の詳細な構成について説明する。アンテナ制御部６０９は、選択
制御部６０９ａと、異常情報付加部６０９ｂと、を有する。
【００７５】
　選択制御部６０９ａは、カプセル型内視鏡装置３から送信される無線信号を受信するア
ンテナを選択する。具体的には、選択制御部６０９ａは、受信電界強度検出部６０４が検
出した第１アンテナ４１～第８アンテナ４８それぞれの受信強度（入力電力）に基づいて
、カプセル型内視鏡装置３から送信される無線信号を受信するアンテナを選択する。たと
えば、選択制御部６０９ａは、所定のタイミング毎、たとえば１００ｍｓｅｃ毎にアンテ
ナ切替選択スイッチ部６０１を駆動させ、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８の中から
無線信号を受信するアンテナを順次選択し、受信電界強度検出部６０４が検出する受信強
度が所定の値になるまでこの処理を繰り返し行う。また、選択制御部６０９ａは、受信装
置７から入力される制御信号を送信するアンテナを選択する。具体的には、選択制御部６
０９ａは、同じ内容の制御信号を示す制御信号を送信するため、第１アンテナ４１～第８
アンテナ４８を所定のタイミングごとに順次切り替えて選択する。
【００７６】
　異常情報付加部６０９ｂは、断線検出部６０６が第１アンテナ４１～第８アンテナ４８
のいずれか一つで断線を検出した場合、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８がそれぞれ
受信した無線信号に対し、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８のいずれか一つに断線が
生じていることを示す断線情報を付加する。具体的には、異常情報付加部６０９ｂは、第
１アンテナ４１～第８アンテナ４８がそれぞれ受信した無線信号に対して信号処理部６０
３が信号処理を行った画像データに、異常情報を示すフラグを付加する。
【００７７】
　つぎに、図１に示した受信装置７について説明する。図５は、受信装置７の外観を示す
模式図である。図６は、受信装置７の機能構成を示すブロック図である。
【００７８】
　図５および図６に示す受信装置７は、コネクタ部７０１と、画像処理部７０２と、表示
部７０３と、電源部７０４と、電力測定部７０５と、残量検出部７０６と、音声出力部７
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０７と、振動部７０８と、コネクタ部７０９と、操作入力部７１０と、リアルタイムクロ
ック７１１と、記録部７１２と、受信制御部７１３と、を備える。
【００７９】
　コネクタ部７０１は、通信インターフェースとしての機能を有し、アンテナ接続ユニッ
ト６と双方向に送受信を行う。また、コネクタ部７０１は、電源部７０４から供給される
電力をアンテナ接続ユニット６へ供給する。
【００８０】
　画像処理部７０２は、ＦＰＧＡ（Field　Programmable　Gate　Array）等を用いた画像
エンジンによって実現される。画像処理部７０２は、コネクタ部７０１を介してアンテナ
接続ユニット６から入力される画像データ（ＲＡＷデータ）に対し、所定の画像処理を行
い、受信制御部７１３を介して記録部７１２へ出力する。具体的には、画像処理部７０２
は、画像データに対して、少なくともオプティカルブラック減算処理、ホワイトバランス
調整処理、デモザイキング（現像処理）、誤差拡散法による２値化処理（ハーフトーン処
理）、色変換、濃度変換（ガンマ変換等）、平滑化（ノイズ除去等）および鮮鋭化（エッ
ジ強調等）等の画像処理を施すことにより、表示用および記録用の画像データを生成する
。画像処理部７０２は、表示用の画像データを表示部７０３へ出力する。また、画像処理
部７０２は、平均色算出部７０２ａと、カラーバー生成部７０２ｂと、を有する。
【００８１】
　平均色算出部７０２ａは、コネクタ部７０１を介してアンテナ接続ユニット６から入力
される画像データに基づいて、画像の平均色を算出する。具体的には、平均色算出部７０
２ａは、画像内の所定の複数個所（たとえば４箇所）における画素値に対応するデータを
抽出し、抽出したデータに基づいて、画像の平均色を算出する。平均色算出部７０２ａは
、画像データが入力される毎に行う。
【００８２】
　カラーバー生成部７０２ｂは、平均色算出部７０２ａが算出した平均色に基づいて、表
示部７０３に表示する際のカラーバーを生成する。
【００８３】
　表示部７０３は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）等の表示パネル等を
用いて構成される。図５に示すように、表示部７０３は、カプセル型内視鏡装置３から送
信された画像データに対応する画像Ｒn（ｎ＝自然数）、患者ＩＤ，患者名、検査日時、
時刻、表示部７０３の状態を示すＬＣＤアイコンＡ１、アンテナ装置４の状態を示すアン
テナアイコンＡ２、電源部７０４の残量を示す残力アイコンＡ３、受信装置７の現在の動
作モードを示す動作モード情報、受信装置７の動作モードの変更を指示する指示信号の入
力を受け付ける動作モードアイコンＡ４、カラーバーＭ１および各種アイコンを表示する
。ここで、画像の表示には、カプセル型内視鏡装置３から時系列に沿って順次送信される
画像データに対応するライブビュー画像を表示するリアルタイムビュー表示、記録部７１
２に記録された画像データを再生するプレイバックビュー表示およびキャプチャー画像デ
ータを再生するキャプチャー画像表示等が含まれる。
【００８４】
　また、カラーバーＭ１とは、カプセル型内視鏡装置３が被検体２内を撮像した各画像の
平均色を時間軸に沿って表示した帯状のイメージである。カラーバーＭ１全体の長さは、
検査開始（カプセル型内視鏡装置３の電源オン）の時点から計測した最新の画像の撮像時
刻までの時間に対応する。ユーザは、カラーバーＭ１を参照することにより、撮像済みの
各画像の平均色に対応する部位（臓器）の種類を判別したり、検査の経過時間を把握した
りすることができる。
【００８５】
　電源部７０４は、リチウム電池等を用いて構成され、表示部７０３を含む受信装置７の
各部へ電力を供給する。また、電源部７０４は、コネクタ部７０１を介して接続されるア
ンテナ接続ユニット６に電力を供給する。
【００８６】
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　電力測定部７０５は、電源部７０４が表示部７０３に供給した電力量を測定し、この測
定した結果を受信制御部７１３へ出力する。
【００８７】
　残量検出部７０６は、電池残量計測ＩＣ等を用いて構成され、被検体２の検査開始時に
おける、電源部７０４に蓄積された残量（電量量）を検出し、この検出した結果を受信制
御部７１３へ出力する。
【００８８】
　音声出力部７０７は、スピーカ等を用いて構成され、受信制御部７１３の制御のもと、
音声を外部へ向けて出力する。
【００８９】
　振動部７０８は、モータ等を用いて構成され、受信制御部７１３の制御のもと、駆動す
ることによって、受信装置７を振動させる。
【００９０】
　コネクタ部７０９は、通信インターフェースとしての機能を有し、クレードル８を介し
て画像処理装置９と双方向に送受信を行う。
【００９１】
　操作入力部７１０は、受信装置７の電源状態をオフ状態またはオン状態に切り替える電
源スイッチ７１０ａと、メニュー画面を表示部７０３に表示させる指示信号の入力を受け
付けるメニュースイッチ７１０ｂと、メニュー画面等における受信装置７の選択設定を切
り替える指示信号の入力を受け付ける選択操作スイッチ７１０ｃと、メニュー画面等にお
ける操作を決定するＯＫスイッチ７１０ｄと、メニュー画面等における操作をキャンセル
するキャンセルスイッチ７１０ｅと、を有する。なお、操作入力部７１０として、表示部
７０３の表示画面上に重畳し、外部からの接触位置に応じた位置信号の入力を受け付ける
タッチパネルを設けてもよい。
【００９２】
　リアルタイムクロック７１１は、受信装置７のタイマーとして機能し、時刻情報を受信
制御部７１３に出力する。また、リアルタイムクロック７１１は、クレードル８を介して
受信装置７が画像処理装置９に接続されたとき、画像処理装置９のリアルタイムクロック
（図示せず）の時刻情報に同期する。
【００９３】
　記録部７１２は、ＳＤＲＡＭ（Synchronous　Dynamic　Random　Access　Memory）やフ
ラッシュメモリ等を用いて構成される。記録部７１２は、カプセル型内視鏡装置３が撮像
した画像データを記録する画像データ記録部７１２ａと、カプセル型内視鏡装置３に実行
させる動作モードに関する動作モード情報を記録する動作モード情報記録部７１２ｂと、
被検体２に関する被検体情報を記録する検査情報記録部７１２ｃと、受信装置７に設定さ
れたイベントをガイダンスする際のイベント情報を記録するイベント情報記録部７１２ｄ
と、キャプチャー画像の記録番号を記録するキャプチャー番号記録部７１２ｅと、を有す
る。
【００９４】
　受信制御部７１３は、ＣＰＵ等を用いて構成される。受信制御部７１３は、記録部７１
２からプログラムを読み出して実行し、受信装置７を構成する各部に対する指示やデータ
の転送等を行って受信装置７の動作を統括的に制御する。
【００９５】
　受信制御部７１３の詳細な構成について説明する。受信制御部７１３は、表示制御部７
１３ａと、動作モード切替部７１３ｂと、残量判定部７１３ｃと、断線判定部７１３ｄと
、を有する。
【００９６】
　表示制御部７１３ａは、表示部７０３の表示態様を制御する。具体的には、表示制御部
７１３ａは、操作入力部７１０から入力される指示信号に応じて、画像処理部７０２が画
像処理を施した画像データに対応する画像やカラーバーＭ１を表示部７０３に表示させる
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。また、表示制御部７１３ａは、メニュースイッチ７１０ｂからメニュー画像の表示を指
示する指示信号が入力された場合、メニュー画面を表示部７０３に表示させる。
【００９７】
　動作モード切替部７１３ｂは、所定のタイミング毎にアンテナ接続ユニット６のアンテ
ナ制御部６０９を介してアンテナ装置４を、無線信号が受信可能な状態から無線信号を送
信可能な状態に切り替える。具体的には、動作モード切替部７１３ｂは、カプセル型内視
鏡装置３から無線信号を受信した後に、アンテナ接続ユニット６のアンテナ制御部６０９
を制御することにより、制御信号が送信可能な状態にアンテナ装置４を切り替えて、同一
の指示内容を含む制御信号をアンテナ装置４の第１アンテナ４１～第８アンテナ４８それ
ぞれに所定のタイミング毎に順次送信させる。たとえば、動作モード切替部７１３ｂは、
第１アンテナ４１がカプセル型内視鏡装置３から無線信号を受信した後に、アンテナ制御
部６０９に第１アンテナ４１と送信部６０５とを接続させる指示信号を選択制御部６０９
ａへ出力することによって、第１アンテナ４１を受信アンテナから送信アンテナに切り替
えて制御信号を送信部６０５に送信させる。なお、動作モード切替部７１３ｂは、第１ア
ンテナ４１～第４アンテナ４４をカプセル型内視鏡装置３から受信する受信アンテナにす
るとともに、第５アンテナ４５～第８アンテナ４８を制御信号を送信する送信アンテナと
して切り替えてもよい。
【００９８】
　残量判定部７１３ｃは、残量検出部７０６が受信装置７の電源が投入された直後に検出
された電源部７０４に蓄積された残量から電力測定部７０５が測定した消費電力を引いた
残量が予め設定された閾値以下であるか否かを判定する。
【００９９】
　断線判定部７１３ｄは、アンテナ接続ユニット６から入力される画像データに第１アン
テナ４１～第８アンテナ４８のいずれか一つ以上に断線が生じていることを示す情報が付
加されているか否かを判定することによって、アンテナ装置４またはアンテナケーブル５
に断線が生じているか否かを判定する。
【０１００】
　このように構成されたカプセル型内視鏡システム１において、カプセル型内視鏡装置３
と受信装置７との間で双方向に行われる無線信号のタイミングについて説明する。図７は
、カプセル型内視鏡装置３が画像データを送信する送信タイミングと受信装置７が制御信
号を送信する送信タイミングとの関係を示すタイミングチャートである。図７において、
横軸が時間を示す。また、図７（ａ）は、カプセル型内視鏡装置３の撮像部３０３および
照明部３０１の動作タイミングを示し、図７（ｂ）は、カプセル型内視鏡装置３の送信部
３０６が画像データを送信する送信タイミングを示し、図７（ｃ）は、カプセル型内視鏡
装置３の受信部３０８が無線信号を受信可能な起動タイミングを示し、図７（ｄ）は、受
信装置７が制御信号を送信する送信タイミングを示す。
【０１０１】
　図７に示すように、カプセル制御部３１２は、照明・撮像の動作が完了した後（時刻ｔ

1～時刻ｔ2，時刻ｔ6～時刻ｔ7）に、送信アンテナ３０７を介して無線信号を送信部３０
６に送信を開始させた直後から無線信号の送信が完了するまでの無線信号送信期間（時刻
ｔ2～時刻ｔ５，時刻ｔ7～時刻ｔ１０）において、受信部３０８を起動し、受信部３０８
が休止した休止状態から受信装置７からの制御信号を受信可能な受信状態に移行させる（
時刻ｔ3～時刻ｔ4，時刻ｔ8～時刻ｔ9）。
【０１０２】
　カプセル型内視鏡装置３が制御信号の受信可能な期間において、受信装置７は、カプセ
ル型内視鏡装置３から無線信号を受信した時点で、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８
のいずれかを介して制御信号をカプセル型内視鏡装置３に向けて送信部６０５に送信させ
る。さらに、受信装置７は、アンテナ接続ユニット６を介して所定のタイミング毎に制御
信号を送信させるアンテナと無線信号を受信するアンテナとを順次切り替えながら、同じ
内容の動作モードを含む制御信号をカプセル型内視鏡装置３の受信可能期間（時刻ｔ3～
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時刻ｔ4，時刻ｔ8～時刻ｔ9）に複数回（たとえば３回以上）送信する。
【０１０３】
　これにより、カプセル型内視鏡装置３は、常に受信部３０８に対して電力を供給する必
要がないので、カプセル型内視鏡装置３の消費電力を低減することができる。さらに、カ
プセル型内視鏡装置３は、画像データとしての無線信号を送信する送信期間のみ送信部３
０６を起動するので、カプセル型内視鏡装置３の消費電力をより低減することができる。
この結果、カプセル型内視鏡装置３に搭載する電池等の電源部３１１の容量を小さくする
ことができるので、カプセル型内視鏡装置３をより小型化することができる。
【０１０４】
　ここで、カプセル型内視鏡装置３が受信装置７から複数回受信した際の制御信号を統合
する際の処理について説明する。図８は、カプセル型内視鏡装置３が実行する処理の概要
を示すフローチャートであり、カプセル型内視鏡装置３が受信可能期間（時刻ｔ3～時刻
ｔ4，時刻ｔ8～時刻ｔ9）で受信装置７から制御信号を複数受信した際の処理の概要を示
す。
【０１０５】
　図８に示すように、信号判定部３１２ｂは、受信部３０８が受信装置７から制御信号を
受信したか否かを判定する（ステップＳ１０１）。具体的には、図９に示すように、信号
判定部３１２ｂは、受信部３０８から入力される制御信号ＳCに開始信号ＳSと終了信号Ｓ

Eとが含まれているか否かを判定する。この際、信号判定部３１２ｂは、制御信号ＳCから
開始信号ＳSと終了信号ＳEを抽出できない場合、制御信号ＳCを送信したアンテナから受
信できなかった旨の情報を受信した制御信号ＳCに付加する。
【０１０６】
　続いて、カプセル制御部３１２は、受信部３０８が受信した制御信号を記録部３１０の
受信データ記録部３１０ａに記録する（ステップＳ１０２）。
【０１０７】
　その後、受信部３０８が受信装置７から制御信号を所定回数受信した場合（ステップＳ
１０３：Ｙｅｓ）、信号判定部３１２ｂは、記録部３１０の受信データ記録部３１０ａに
記録された複数の制御信号に対して、少なくとも２つ以上の制御信号が一致するか否かを
判定する（ステップＳ１０４）。具体的には、信号判定部３１２ｂは、受信データ記録部
３１０ａに記録された複数の制御信号のうち、少なくとも２つ以上の指示内容、たとえば
動作モードが一致するか否かを判断する。少なくとも２つ以上の制御信号が一致すると信
号判定部３１２ｂが判定した場合（ステップＳ１０４：Ｙｅｓ）、カプセル型内視鏡装置
３は、ステップＳ１０５へ移行する。
【０１０８】
　続いて、動作モード切替部３１２ｃは、記録部３１０の受信データ記録部３１０ａが記
録する複数の制御信号を１つの制御信号として統合し、この制御信号と動作モード情報記
録部３１０ｂが記録する動作モードとに基づいて、カプセル型内視鏡装置３の動作モード
を切り替える（ステップＳ１０５）。
【０１０９】
　その後、カプセル制御部３１２は、カプセル型内視鏡装置３の現在の動作モード情報を
画像データに付加して送信部３０６に送信させる（ステップＳ１０６）。その後、カプセ
ル型内視鏡装置３は、本処理を終了する。
【０１１０】
　ステップＳ１０３において、受信部３０８が受信装置７から制御信号を所定回数受信し
ていない場合（ステップＳ１０３：Ｎｏ）、カプセル制御部３１２は、最初に受信した制
御信号の時刻から所定時間経過したか否かを判断する（ステップＳ１０７）。所定時間経
過したとカプセル制御部３１２が判断した場合（ステップＳ１０７：Ｙｅｓ）、カプセル
型内視鏡装置３は、後述するステップＳ１０８へ移行する。これに対して、所定時間経過
していないとカプセル制御部３１２が判断した場合（ステップＳ１０７：Ｎｏ）、カプセ
ル型内視鏡装置３は、ステップＳ１０１へ戻る。
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【０１１１】
　ステップＳ１０４において、少なくとも２つ以上の制御信号が一致していないと信号判
定部３１２ｂが判定した場合（ステップＳ１０４：Ｎｏ）、カプセル型内視鏡装置３は、
ステップＳ１０８へ移行する。
【０１１２】
　続いて、カプセル制御部３１２は、画像データに受信装置７から制御信号が受信できな
かったことを示すエラー情報を付加して送信部３０６に送信させる（ステップＳ１０８）
。その後、カプセル型内視鏡装置３は、本処理を終了する。
【０１１３】
　以上説明した本実施の形態１によれば、カプセル制御部３１２が送信部３０６によって
無線信号が送信された送信タイミングと対応付けて、受信部３０８を起動するので、電源
部３１１の消費を低減することができる。
【０１１４】
　また、本実施の形態１では、受信装置７が送信する無線信号にエラー訂正符号を付加し
てカプセル型内視鏡装置３に送信してもよい。さらに、同一のアンテナで同じ指示内容の
制御信号を複数回送信させてもよい。
【０１１５】
　また、本実施の形態１では、第１アンテナ４１～第８アンテナ４８がそれぞれ送受信可
能であったが、たとえば送信アンテナと受信アンテナとをそれぞれ設けてもよい。
【０１１６】
　また、本実施の形態１では、アンテナ装置４、アンテナケーブル５、アンテナ接続ユニ
ット６および受信装置７を一体的に形成してもよい。さらに、アンテナ装置４、アンテナ
ケーブル５およびアンテナ接続ユニット６を一体的に形成してもよい。
【０１１７】
　また、本実施の形態１では、動作モード切替部７１３ｂが所定の間隔で第１アンテナ４
１～第８アンテナ４８を順次切り替えて同じ指示内容の制御信号を順次送信させていたが
、たとえば、カプセル型内視鏡装置３から受信した無線信号に含まれる強度信号のみを順
次送信させてもよい。この場合、カプセル型内視鏡装置３は、受信強度の最も強かったア
ンテナを示す情報を受信装置７へ送信し、受信装置７は、カプセル型内視鏡装置３から送
信された情報に基づいて、受信強度の最も強かったアンテナを選択し、このアンテナを介
して制御信号をカプセル型内視鏡装置３へ送信してもよい。これにより、受信装置７から
カプセル型内視鏡装置３へ送信するデータのデータ量を削減することができる。
【０１１８】
　また、本実施の形態１では、カプセル制御部３１２が送信部３０６に無線信号を送信さ
せる毎に受信部３０８を起動させていたが、たとえば送信部３０６が所定の回数、たとえ
ば４回の無線信号を送信した後に受信部３０８を起動させてもよい。
【０１１９】
（実施の形態２）
　つぎに、本発明の実施の形態２について説明する。上述した実施の形態１では、カプセ
ル型内視鏡装置が送信アンテナおよび受信アンテナをそれぞれ備えていたが、本実施の形
態２では、１つのアンテナで無線信号の送受信を行う。さらに、上述した実施の形態１と
カプセル型内視鏡装置が無線信号を送信する送信タイミングと受信装置が制御信号を送信
する送信タイミングとの関係が異なる。このため、以下においては、カプセル型内視鏡装
置の構成を説明後、カプセル型内視鏡装置が無線信号を送信する送信タイミングと受信装
置が制御信号を送信する送信タイミングとの関係を説明する。なお、上述した実施の形態
１と同一の構成には同一の符号を付して説明する。
【０１２０】
　図１０は、本実施の形態２にかかるカプセル型内視鏡装置の機能構成を示すブロック図
である。
【０１２１】
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　図１０に示すカプセル型内視鏡装置１１は、照明部３０１と、照明駆動部３０２と、撮
像部３０３と、撮像駆動部３０４と、信号処理部３０５と、送信部３０６と、受信部３０
８と、記録部３１０と、電源部３１１と、送受信アンテナ１１２と、アンテナ切替選択ス
イッチ部１１３と、カプセル制御部１１１と、を備える。
【０１２２】
　アンテナ切替スイッチ部１１３は、機械式スイッチまたは半導体スイッチ等を用いて構
成され、カプセル制御部１１１の制御のもと、送受信アンテナ１１２を送信部３０６また
は受信部３０８に電気的に接続する。
【０１２３】
　カプセル制御部１１１は、ＣＰＵ等を用いて構成される。カプセル制御部１１１は、記
録部３１０から各種プログラムを読み出して演算を行うことにより、カプセル型内視鏡装
置１１を構成する各部に対する指示やデータの転送等を行ってカプセル型内視鏡装置１１
の動作を統括的に制御する。
【０１２４】
　カプセル制御部１１１の詳細な構成について説明する。カプセル制御部１１１は、アン
テナ切替部１１１ａと、信号判定部３１２ｂと、動作モード切替部３１２ｃと、を有する
。
【０１２５】
　アンテナ切替部１１１ａは、送受信アンテナ１１２を介して送信部３０６が１フレーム
分の画像データを含む無線信号の送信を受信装置７に送信して完了した時点から次回の１
フレーム分の画像データを含む無線信号の送信を開始するまでの休止期間内において、受
信部３０８を駆動させ、送受信アンテナ１１２を介して受信装置７からの制御信号を受信
可能な状態に移行させる。
【０１２６】
　このように構成されたカプセル型内視鏡装置１１と受信装置７との間で双方向に行われ
る無線信号のタイミングについて説明する。図１１は、カプセル型内視鏡装置１１が画像
データを含む無線信号を送信する送信タイミングと受信装置７が制御信号を送信する送信
タイミングとの関係を示すタイミングチャートである。図１１において、横軸が時間を示
す。また、図１１（ａ）は、カプセル型内視鏡装置１１の撮像部３０３および照明部３０
１の動作タイミングを示し、図１１（ｂ）は、カプセル型内視鏡装置１１の送信部３０６
が画像データを送信する送信タイミングを示し、図１１（ｃ）は、カプセル型内視鏡装置
１１の受信部３０８が無線信号を受信可能な起動タイミングを示し、図１１（ｄ）は、受
信装置７が制御信号を送信する送信タイミングを示す。
【０１２７】
　図１１に示すように、カプセル制御部１１１は、照明部３０１および撮像部３０３それ
ぞれの照明・撮像期間が完了した後（時刻ｔ11）に、アンテナ切替スイッチ部１１３を駆
動して送信部３０６と送受信アンテナ１１２とを接続し、撮像部３０３が撮像した画像デ
ータを含む無線信号を送信部３０６に送信させる（時刻ｔ11～時刻ｔ12，時刻ｔ16～時刻
ｔ17）。
【０１２８】
　続いて、カプセル制御部１１１は、送信部３０６が画像データを含む無線信号の送信を
完了した後、送信部３０６を休止状態（休止期間）に移行させるとともに（時刻ｔ12～時
刻ｔ16）、受信部３０８を休止状態から受信装置７からの制御信号を受信可能な受信状態
に移行させる。さらに、カプセル制御部１１１は、アンテナ切替スイッチ部１１３を駆動
して受信部３０８と送受信アンテナ１１２とを電気的に接続する。
【０１２９】
　カプセル型内視鏡装置１１が制御信号の受信が可能な受信可能期間（時刻ｔ13～時刻ｔ

15）において、受信装置７は、カプセル型内視鏡装置１１から無線信号の受信を完了後、
第１アンテナ４１～第８アンテナ４８のいずれかを介して制御信号をカプセル型内視鏡装
置１１に向けて送信部３０６に送信させる。さらに、受信装置７は、アンテナ接続ユニッ
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ト６を介して所定のタイミング毎に制御信号を送信させるアンテナを順次切り替えながら
、同じ内容の制御信号をカプセル型内視鏡装置３の受信可能期間に複数回送信する。さら
にまた、カプセル制御部１１１は、送信部３０６の休止期間（時刻ｔ12～時刻ｔ16）にお
いて、照明部３０１および撮像部３０３それぞれ照明・撮像を実行させる（時刻ｔ14～時
刻ｔ16）。
【０１３０】
　以上説明した本発明の実施の形態２によれば、送信部３０６が無線信号の送信を完了し
た後から次回の無線信号の送信を開始するまでの休止期間において、受信部３０８を起動
し受信装置７からの制御信号を受信可能な受信状態に移行させる。この結果、受信部３０
８に対して電力を常に供給する必要がないので、カプセル型内視鏡装置１１の消費電力を
低減することができる。
【０１３１】
　さらに、本実施の形態２によれば、画像データとしての無線信号を送信する送信期間の
み送信部３０６を起動するので、カプセル型内視鏡装置１１の消費電力をより低減するこ
とができ、カプセル型内視鏡装置３に搭載する電池等の電源部３１１の容量を小さくする
ことができるので、カプセル型内視鏡装置３をより小型化することができる。
【０１３２】
　なお、本実施の形態２では、照明・撮像期間と無線信号の受信可能期間とが互いに重な
っているが、受信可能期間を短く設定し、受信可能期間が照明・撮像期間と重ならないよ
うにしてもよい。
【０１３３】
　また、本実施の形態２では、受信装置７の第１アンテナ４１～第８アンテナ４８が、無
線信号および制御信号をそれぞれ送受信していたが、たとえば、受信用のアンテナと送信
用のアンテナとをそれぞれ別に設けてもよい。
【０１３４】
（実施の形態３）
　つぎに、本発明の実施の形態３について説明する。本実施の形態３は、上述した実施の
形態２のカプセル型内視鏡装置が無線信号を送信する送信タイミングと受信装置が制御信
号を送信する送信タイミングとの関係が異なる。このため、以下においては、カプセル型
内視鏡装置が無線信号を送信する送信タイミングと受信装置が制御信号を送信する送信タ
イミングとの関係について説明する。なお、上述した実施の形態２と同一の構成には同一
の符号を付して説明する。
【０１３５】
　図１２は、カプセル型内視鏡装置１１が画像データを送信する送信タイミングと受信装
置７が制御信号を送信する送信タイミングとの関係を示すタイミングチャートである。図
１２において、横軸が時間を示す。また、図１２（ａ）は、カプセル型内視鏡装置１１の
撮像部３０３および照明部３０１の動作タイミングを示し、図１２（ｂ）は、カプセル型
内視鏡装置１１の送信部３０６が画像データを送信する送信タイミングを示し、図１２（
ｃ）は、カプセル型内視鏡装置１１の受信部３０８が無線信号を受信可能な起動タイミン
グを示し、図１２（ｄ）は、受信装置７が制御信号を送信する送信タイミングを示す。
【０１３６】
　図１２に示すように、カプセル型内視鏡装置１１が撮像部３０３によって撮像された画
像データを所定のフレームレート（たとえば最大毎秒４フレーム；４ｆｐｓ）で送信可能
な場合において、カプセル制御部１１１は、撮像部３０３に１フレームおきに撮像を休止
させるとき（たとえば毎秒２フレーム；２ｆｐｓ）、照明・撮像期間（時刻ｔ21～時刻ｔ

22）の動作が完了した後に、送受信アンテナ１１２を介して撮像部３０３が撮像した画像
データを無線信号として送信部３０６に送信させる（時刻ｔ22～時刻ｔ23）。
【０１３７】
　続いて、カプセル制御部１１１は、送信部３０６が画像データを含む無線信号の送信を
完了した後（時刻ｔ23）、送信部３０６を休止状態に移行させるとともに（時刻ｔ23～時
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刻ｔ27）、受信部３０８を休止状態から受信装置７からの制御信号を受信可能な受信状態
に移行させる（時刻ｔ24～時刻ｔ25）。さらに、カプセル制御部１１１は、アンテナ切替
スイッチ部１１３を駆動して受信部３０８と送受信アンテナ１１２とを電気的に接続する
。
【０１３８】
　カプセル型内視鏡装置１１が制御信号の受信可能な受信可能期間（時刻ｔ24～時刻ｔ25

）において、受信装置７は、カプセル型内視鏡装置１１から無線信号の受信を完了後、第
１アンテナ４１～第８アンテナ４８のいずれかを介して制御信号をカプセル型内視鏡装置
１１に向けて送信部３０６に送信させる。さらに、受信装置７は、アンテナ接続ユニット
６を介して所定のタイミング毎に制御信号を送信させるアンテナを順次切り替えながら、
同じ内容の制御信号をカプセル型内視鏡装置１１の受信可能期間に複数回送信する。
【０１３９】
　続いて、カプセル型内視鏡装置１１は、休止フレーム期間が終了した時点（時刻ｔ26）
で、照明部３０１の照明および撮像部３０３の撮像を実行し（時刻ｔ26～時刻ｔ27）、１
フレーム分の画像信号を含む無線信号を送信部３０６に送信させる（時刻ｔ27～時刻ｔ28

）。
【０１４０】
　以上説明した本発明の実施の形態３によれば、照明部３０１および撮像部３０３が１フ
レームおきに照明・撮像を休止する休止期間において、受信部３０８を起動し、受信装置
７からの制御信号を受信可能な受信状態に移行させる。この結果、受信部３０８に対して
電力を常に供給する必要がないので、カプセル型内視鏡装置１１の消費電力を低減するこ
とができる。
【０１４１】
　さらに、本実施の形態３によれば、カプセル型内視鏡装置１１の休止フレーム期間にお
いて、受信部３０８が受信装置７からの制御信号を受信可能な期間を容易に遷移すること
ができる。
【０１４２】
　なお、本実施の形態３では、カプセル型内視鏡装置１１の休止フレーム期間において、
受信部３０８が受信装置７からの制御信号を受信可能な受信状態を継続させてもよい。
【０１４３】
（実施の形態４）
　つぎに、本発明の実施の形態４について説明する。本実施の形態４は、検査のスケジュ
ールのイベントを被検体に告知する機能（ガイダンス機能）を有する受信装置に対して、
画像処理装置を介してガイダンスのイベント設定処理を行う。このため、以下においては
、本実施の形態４の受信装置およびクレードルの構成を説明後、受信装置のガイダンスの
イベントを設定するイベント設定処理について説明する。なお、上述した実施の形態１と
同一の構成には同一の符号を付して説明する。
【０１４４】
　図１３は、本実施の形態４にかかる受信装置、クレードルおよび画像処理装置の概略構
成を示す模式図である。図１４は、本実施の形態４にかかる受信装置およびクレードルの
機能構成を示すブロック図である。なお、受信装置のガイダンスのイベントを設定するイ
ベント設定処理は、被検体の検査を開始する前に行われる。
【０１４５】
　図１３および図１４に示す受信装置１２は、コネクタ部７０１と、画像処理部７０２と
、表示部７０３と、電源部７０４と、電力測定部７０５と、残量検出部７０６と、音声出
力部７０７と、振動部７０８と、操作入力部７１０と、リアルタイムクロック７１１と、
記録部７１２と、受信制御部７１３と、デバイス切替部１２１と、コネクタ部１２２と、
を備える。
【０１４６】
　デバイス切替部１２１は、クレードル１３を介して画像処理装置９から入力される指示
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信号に応じて、画像処理装置９と電気的に接続するプログラムデバイス、たとえば受信制
御部７１３または画像処理部７０２に切り替える。
【０１４７】
　コネクタ部１２２は、通信インターフェースとしての機能を有し、クレードル１３を介
して画像処理装置９と双方向に送受信を行う。また、コネクタ部１２２は、デバイス切替
部１２１および受信制御部７１３それぞれに電気的に接続されている。
【０１４８】
　つぎに、クレードル１３について説明する。クレードル１３は、ハブ１３１と、選択信
号生成部１３２と、コネクタ部１３３と、を備える。
【０１４９】
　ハブ１３１は、ＵＳＢコネクタ、ＪＴＡＧコネクタまたはＬＡＮコネクタ等を用いて構
成され、画像処理装置９から入力される信号をコネクタ部１３３および選択信号生成部１
３２にそれぞれ分配する。また、ハブ１３１は、受信装置１２およびコネクタ部１３３を
介して入力される画像データを画像処理装置９へ出力する。
【０１５０】
　選択信号生成部１３２は、ハブ１３１を介して入力される指示信号に基づいて、受信装
置１２のデバイス切替部１２１の接続先を選択する選択信号を生成し、コネクタ部１３３
を介して選択信号を受信装置１２へ出力する。
【０１５１】
　コネクタ部１３３は、通信インターフェースとしての機能を有し、ハブ１３１から分配
された指示信号および選択信号生成部１３２から入力された選択信号を受信装置１２へ出
力する。
【０１５２】
　このように構成された受信装置１２に対して、ガイダンスのイベント情報を設定する設
定処理について説明する。図１５は、画像処理装置９の表示部９１で表示される受信装置
１２によるガイダンスのイベント情報設定画面の一例を示す図である。
【０１５３】
　図１５に示すイベント情報設定画面Ｗ１には、ガイダンスの設定の有無、経過時間、ア
ラーム種別（音、振動）、表示するメッセージおよびコメントがそれぞれ表示されている
。ユーザは、マウス９２ａを用いて受信装置１２のガイダンスに対応するチェックボック
スの中から所望のチェックボックスにカーソルＹ１を移動し、マウス９２ａをクリックす
ることによって選択する。これにより、チェックボックスには、チェック記号「レ」が表
示される。さらに、ユーザは、マウス９２ａを用いて設定するガイダンスの経過時間にカ
ーソルＹ１を移動し、マウス９２ａをクリックして選択後、キーボード９２ｂを用いてガ
イダンスのイベント発生時の経過時間を入力する。さらにまた、ユーザは、マウス９２ａ
およびキーボード９２ｂを用いて、検査予定の被検体２の識別情報および検査情報を受信
装置７に設定する。
【０１５４】
　このように、図１５で設定されたガイダンスは、図１６に示すように、受信装置１２の
表示部７０３によって表示される。具体的には、図１６に示すガイダンスリスト画面Ｗ２
では、被検体２の識別情報およびガイダンスリストが記載されている。たとえば、「９：
００」に「検査室へ」のメッセージが表示部７０３で表示される旨が記載されている。
【０１５５】
　つぎに、図１７を参照して、受信装置１２の初期設定処理およびガイダンスのイベント
発生について説明する。図１７は、受信装置１２の初期設定処理およびガイダンスのイベ
ント発生のタイムテーブルの一例を示す図である。なお、図１７においては、受信装置１
２のイベントが１時間後にガイダンスされる場合について説明する。
【０１５６】
　図１７に示すように、ユーザは、被検体２の検査前日に受信装置１２の初期化処理を行
う。具体的には、ユーザは、クレードル１３を介して受信装置１２を画像処理装置９と同
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期させ、受信装置１２のリアルタイムクロック７１１を画像処理装置９の時刻情報に同期
させるとともに、画像処理装置９を用いて受信装置１２に上述したイベント情報を設定す
る。
【０１５７】
　続いて、ユーザは、検査に用いるカプセル型内視鏡装置３および受信装置１２の電源を
それぞれオン状態にして、受信装置１２がカプセル型内視鏡装置３から送信される画像デ
ータを含む無線信号の受信状態を確認する。この場合において、受信装置１２は、カプセ
ル型内視鏡装置３から無線信号を受信したとき、検査時間の記録時間のカウントを開始し
、５分間の受信確認を行う。この際、カプセル型内視鏡装置３から送信される画像データ
のフレームレートは、予め設定されている（たとえば２ｆｐｓ）。このため、受信制御部
７１３は、カプセル型内視鏡装置３から送信される画像データに対応する画像の枚数に応
じて、検査時間の記録時間のカウントを開始する。
【０１５８】
　受信状態を確認した後、ユーザは、カプセル型内視鏡装置３および受信装置１２の電源
をオフ状態に設定する。この場合、受信装置１２の記録時間は「００：０５」（５分）で
ある。
【０１５９】
　続いて、検査当日、ユーザは、カプセル型内視鏡装置３および受信装置１２の電源をオ
ン状態にして、受信装置１２がカプセル型内視鏡装置３から送信される画像データを含む
無線信号の受信状態の確認を行う。この場合、受信装置１２は、画像データの受信状況に
関わらず、画像データの記録時間を記録時間「００：０５」から記録時間を加算する。
【０１６０】
　その後、受信装置１２は、カプセル型内視鏡装置３が被検体２に嚥下され、記録時間「
００：１０」から記録時間「００：１５」になった場合、設定されたガイダンスのタイマ
ーを１５分経過したものとみなして設定する。この際、受信装置１２の表示部７０３には
、図１８に示すメニュー画面Ｗ３が表示されている。メニュー画面Ｗ３には、被検体２の
識別情報、たとえば名前、ＩＤ情報、記録時間、電力の状態、患者情報、モード選択画面
がそれぞれ表示されている。また、ユーザや医療スタッフは、メニュー画面Ｗ３に記録時
間がリアルタイムで表示されているので、イベント発生時刻に対して誤差を容易に把握す
ることができる。
【０１６１】
　続いて、検査開始してから４５分経過し、受信装置１２の記録時間が記録時間「０１：
００」になった場合、受信装置１２は、設定されたイベント１に対して、ガイダンスを実
行する。具体的には、図１９に示すように、受信装置１２は、表示部７０３の表示画面に
患者メッセージとして「検査室へ戻って下さい、または医療スタッフを呼んで下さい」を
表示する。
【０１６２】
　以上説明した本実施の形態４によれば、検査前に画像の枚数に基づいて、受信装置１２
の記録時間を計時し、検査時に計時した記録時間に実際の記録時間を加算し、所定時間経
過した時点でイベントのタイマーを記録時間に同期させてイベントのタイマーを開始する
。これにより、検査直前以外の受信確認によって設定したイベントが発生することを防止
することができる。
【０１６３】
　さらに、本実施の形態４によれば、受信装置１２とカプセル型内視鏡装置３との受信状
態の確認を中断しても、再度、受信装置１２に対してイベント情報の設定を行うことなく
、被検体２の検査を開始することができる。
【０１６４】
　また、本実施の形態４では、受信装置１２の初期設定処理として画像処理装置９がクレ
ードル１３を介して受信装置１２のプログラムデバイス、たとえば画像処理部７０２およ
び受信制御部７１３それぞれのプログラムの更新を行ってもよい。この場合、画像処理装



(24) JP 5498630 B1 2014.5.21

10

20

30

40

50

置９は、クレードル１３を介してプログラムデバイスを選択する選択信号、たとえば受信
制御部７１３を選択する選択信号をクレードル１３に出力する。クレードル１３の選択信
号生成部１３２は、ハブ１３１を介して画像処理装置９から選択信号を受信すると、受信
制御部７１３を選択する選択信号を生成し、この選択信号をデバイス切替部１２１へ出力
して、画像処理装置９と受信制御部７１３とを双方向に通信可能に接続する。その後、画
像処理装置９は、クレードル１３を介して更新するプログラムを受信制御部７１３へ送信
して受信制御部７１３のプログラムを更新する。これにより、受信装置１２のコネクタ部
１２２のプログラムに使用する信号線を最小限に抑えることができる。
【０１６５】
　さらに、本実施の形態４によれば、受信装置１２のプログラムデバイスを選択する選択
信号を生成する選択信号生成部１３２をクレードル１３内に設けているので、受信装置１
２を小型化することができる。
【０１６６】
　さらにまた、本実施の形態４によれば、デバイス切替部１２１が画像処理装置９と受信
装置１２内の各プログラムデバイスに個別に接続するので、他のプログラムデバイスに誤
ったプログラムの書き込みを確実に防止することができる。
【０１６７】
　また、本実施の形態４によれば、デバイス切替部１２１によって、どのプログラムデバ
イスにも画像処理装置９に接続させないことが可能であるので、プログラム信号バスとし
てＵＳＢやＬＡＮ等の周知技術で実現することができる。
【０１６８】
（実施の形態４の変形例１）
　本実施の形態４では、クレードルの構成を変更することができる。図２０は、本実施の
形態４の変形例１にかかる受信装置およびクレードルの機能構成を示すブロック図である
。
【０１６９】
　図２０に示すように、クレードル１４は、選択信号生成部１３２と、コネクタ部１３３
と、コネクタ部１４１と、を備える。コネクタ部１４１は、通信インターフェースとして
の機能を有し、画像処理装置９から入力される指示信号および選択信号をコネクタ部１３
３および選択信号生成部１３２にそれぞれ出力する。
【０１７０】
　以上説明した本実施の形態４の変形例によれば、受信装置１２のコネクタ部１２２のプ
ログラムに使用する信号線を最小限に抑えることができるとともに、他のプログラムデバ
イスに誤ったプログラムの書き込みを確実に防止することができる。
【０１７１】
（実施の形態５）
　つぎに、本発明の実施の形態５について説明する。本実施の形態５は、カプセル型内視
鏡装置から送信された無線信号を受信するアンテナ装置およびアンテナ接続ユニットにお
いて、アンテナ装置とアンテナ接続ユニットを接続するアンテナケーブルが断線した場合
、カプセル型内視鏡装置から送信された無線信号の受信および被検体内におけるカプセル
型内視鏡装置の位置検出の精度が劣化するため、アンテナ装置およびアンテナ接続ユニッ
トの断線を受信装置で検出する。さらに、本実施の形態５にかかるアンテナ装置、アンテ
ナ接続ユニットおよび受信装置は、上述した実施の形態１にかかるアンテナ装置、アンテ
ナ接続ユニットおよび受信装置それぞれの構成と同一である。このため、以下においては
、アンテナ装置およびアンテナ接続ユニットが受信装置に接続された際に受信装置が実行
する処理について説明する。なお、上述した実施の形態１と同一の構成には同一の符号を
付して説明する。
【０１７２】
　図２１は、受信装置７が実行する処理の概要を示すフローチャートである。図２２は、
受信装置７がアンテナ接続ユニット６から情報を取得する際のタイミングを示す図である
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。なお、図２２においては、横軸が時間を示す。
【０１７３】
　図２１に示すように、受信制御部７１３は、アンテナ接続ユニット６が受信装置７に接
続されたか否かを判断する（ステップＳ２０１）。アンテナ接続ユニット６が受信装置７
に接続されたと受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ２０１：Ｙｅｓ）、受信装
置７は、ステップＳ２０２へ移行する。これに対して、アンテナ接続ユニット６が受信装
置７に接続されていないと受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ２０１：Ｎｏ）
、この判断を続ける。
【０１７４】
　続いて、断線判定部７１３ｄは、アンテナ接続ユニット６に対してアンテナ装置４の状
態情報を要求する（ステップＳ２０２）。具体的には、図２２に示すように、断線判定部
７１３ｄは、アンテナ接続ユニット６が受信装置７に接続されてから２００ｍｓ後にアン
テナ接続ユニット６に対して、アンテナ装置４およびアンテナ接続ユニット６の状態情報
を要求する。この際、アンテナ制御部６０９は、アンテナ装置４の状態情報を１０ｍｓ以
内に受信装置７へ送信する。
【０１７５】
　その後、状態情報を受信した場合（ステップＳ２０３：Ｙｅｓ）において、断線判定部
７１３ｄは、アンテナ装置４の第１アンテナ４１～第８アンテナ４８のいずれか一つ以上
に断線が生じているか否かを判定する（ステップＳ２０４）。具体的には、断線判定部７
１３ｄは、アンテナ接続ユニット６から入力された状態情報に、異常情報付加部６０９ｂ
によって第１アンテナ４１～第８アンテナ４８のいずれか一つ以上に断線が生じているこ
とを示す情報が付加されているか否かを判定することによって、アンテナ装置４に断線が
生じているか否かを判定する。アンテナ装置４の第１アンテナ４１～第８アンテナ４８の
いずれか一つ以上に断線が生じていると断線判定部７１３ｄが判定した場合（ステップＳ
２０４：Ｙｅｓ）、受信装置７は、後述するステップＳ２０６へ移行する。これに対して
、アンテナ装置４の第１アンテナ４１～第８アンテナ４８のいずれも断線していないと断
線判定部７１３ｄが判定した場合（ステップＳ２０４：Ｎｏ）、受信装置７は、後述する
ステップＳ２０５へ移行する。
【０１７６】
　ステップＳ２０５において、受信制御部７１３は、被検体２の検査が終了したか否かを
判断する。具体的には、操作入力部７１０から検査を終了する指示信号が入力されたか否
かを判断する。被検体２の検査が終了したと受信制御部７１３が判断した場合（ステップ
Ｓ２０５：Ｙｅｓ）、受信装置７は、本処理を終了する。これに対して、被検体２の検査
が終了していないと受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ２０５：Ｎｏ）、受信
装置７は、ステップＳ２０２へ戻る。
【０１７７】
　ステップＳ２０６において、受信制御部７１３は、被検体２の検査中であるか否かを判
断する。具体的には、アンテナ装置４を介してアンテナ接続ユニット６からカプセル型内
視鏡装置３が撮像した画像データが入力されているか否かを判断し、画像データが入力さ
れている場合、被検体２の検査中であると判断する。被検体２の検査中であると受信制御
部７１３が判断した場合（ステップＳ２０６：Ｙｅｓ）、受信装置７は、ステップＳ２０
５へ移行する。これに対して、被検体２の検査中でないと受信制御部７１３が判断した場
合（ステップＳ２０６：Ｎｏ）、受信装置７は、ステップＳ２０７へ移行する。
【０１７８】
　続いて、表示制御部７１３ａは、表示部７０３に警告を表示させる（ステップＳ２０７
）。具体的には、図２３に示すように、表示制御部７１３ａは、表示部７０３にエラーメ
ッセージｍ１およびアンテナ装置４の断線を示すエラーアイコンＡ１１を表示させる。こ
れにより、ユーザは、アンテナ装置４またはアンテナ接続ユニット６の故障を把握するこ
とができる。
【０１７９】
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　続いて、受信制御部７１３は、キャンセル操作が行われたか否かを判断する（ステップ
Ｓ２０８）。具体的には、受信制御部７１３は、ＯＫスイッチ７１０ｄが所定時間（たと
えば３秒）連続して押下されることにより、エラーメッセージｍ１をキャンセルする指示
信号が入力されたか否かを判断する。キャンセル操作が行われたと受信制御部７１３が判
断した場合（ステップＳ２０８：Ｙｅｓ）、受信装置７は、ステップＳ２０９へ移行する
。これに対して、キャンセル操作が行われていないと受信制御部７１３が判断した場合（
ステップＳ２０８：Ｎｏ）、受信装置７は、ステップＳ２０５へ移行する。
【０１８０】
　ステップＳ２０９において、表示制御部７１３ａは、エラーメッセージｍ１のみ表示部
７０３から削除する。この際、図２４に示すように、表示制御部７１３ａは、エラーメッ
セージｍ１のみを削除し、エラーアイコンＡ１１を継続して表示部７０３に表示させる。
ステップＳ２０９の後、受信装置７は、ステップＳ２０５へ移行する。
【０１８１】
　以上説明した本実施の形態５によれば、検査の開始前に、アンテナ装置４およびアンテ
ナ接続ユニット６の断線に関するエラーメッセージを表示部７０３に警告させるので、無
駄な検査を行うことを防止することができる。
【０１８２】
　さらに、本実施の形態５によれば、ＯＫスイッチ７１０ｄが所定時間連続して押下され
ることにより、エラーメッセージｍ１を削除する指示信号が入力された場合、表示制御部
７１３ａがエラーアイコンＡ１１のみ継続させて表示部７０３に表示させるので、強行し
て被検体２の検査を行うことができる。
【０１８３】
（実施の形態６）
　つぎに、本発明の実施の形態６について説明する。本実施の形態６は、受信装置の電源
部の残量を判定することにより、検査中に画像データの記録ができなくなることを防止す
る。受信装置は、表示部で画像を長時間行うと、一連の検査でカプセル型内視鏡装置が送
信した画像データを記録するために必要な電力までも消費されることで、画像データを記
録する記録時間が短くなることを防止する。さらに、本実施の形態６にかかる受信装置は
、上述した実施の形態１にかかる受信装置の構成と同一である。このため、以下において
は、受信装置が行う電力判定処理についてのみ説明する。なお、上述した実施の形態１と
同一の構成には同一の符号を付して説明する。
【０１８４】
　図２５は、受信装置７が行う電力判定処理の概要を示すフローチャートである。図２５
に示すように、残量検出部７０６は、電源部７０４の残力を測定する（ステップＳ３０１
）。具体的には、残量検出部７０６は、受信装置７の電源がオン状態になった直後の電源
部７０４の蓄電された残量を測定する。
【０１８５】
　続いて、残量判定部７１３ｃは、残量検出部７０６が検出した電源部７０４の電力の残
量が予め設定された閾値ＬＴ1以上であるか否かを判定する（ステップＳ３０２）。具体
的には、図２６に示すように、残量判定部７１３ｃは、電源部７０４の残量を余剰分の電
量、画像表示用の電力および画像保存用の電力にそれぞれ分割した場合、余剰分の残量以
上（閾値ＴＬ1）であるか否かを判定する。ここで、画像保存用電力とは、一連の検査に
おける画像データを記録する際に必要な電力である。また、画像表示用電力とは、ユーザ
が所望する画像表示の想定時間に必要な電力である。さらに、余剰電力とは、電源部７０
４の充電が完了した際の電力から画像表示用電力と画像保存用電力を引いた余剰の電力で
ある。なお、余剰電力は、電源部７０４の経年劣化に伴って徐々に減少する。
【０１８６】
　電力の残量が予め設定された閾値ＴＬ1以上であると残量判定部７１３ｃが判定した場
合（ステップＳ３０２：Ｙｅｓ）、受信装置７は、本処理を終了する。これに対して、電
力の残量が予め設定された閾値ＴＬ1以上（閾値ＴＬ1未満）でないと残量判定部７１３ｃ
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が判定した場合（ステップＳ３０２：Ｎｏ）、受信装置１２は、ステップＳ３０３へ移行
する。
【０１８７】
　続いて、電力測定部７０５は、電源部７０４が表示部７０３に供給する電力量を測定す
ることによって、表示部７０３の使用電力量を測定する（ステップＳ３０３）。具体的に
は、電力測定部７０５は、表示部７０３が駆動することにより、表示部７０３で消費され
る電力量を測定する。
【０１８８】
　その後、残量判定部７１３ｃは、残量検出部７０６が測定した検査開始時の電源部７０
４の電力量から電力測定部７０５が測定した使用電力量を引いた電源部７０４の残量が閾
値ＴＬ2以上であるか否かを判定する（ステップＳ３０４）。電源部７０４の残量が閾値
ＴＬ2以上であると残量判定部７１３ｃが判定した場合（ステップＳ３０４：Ｙｅｓ）、
受信装置７は、ステップＳ３０５へ移行する。これに対して、電源部７０４の残量が閾値
ＴＬ2以上（閾値ＴＬ2未満）でないと残量判定部７１３ｃが判定した場合（ステップＳ３
０４：Ｎｏ）、受信装置７は、ステップＳ３０７へ移行する。
【０１８９】
　ステップＳ３０５において、表示制御部７１３ａは、検査時にカプセル型内視鏡装置３
から送信される一連の画像データを記録することができなくなることを注意するメッセー
ジを表示部７０３に表示させる。具体的には、図２７に示すように、表示制御部７１３ａ
は、注意のメッセージｍ２を表示部７０３に表示させる。
【０１９０】
　続いて、受信制御部７１３は、検査が終了したか否かを判断する（ステップＳ３０６）
。検査が終了したと受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ３０６：Ｙｅｓ）、受
信装置７は、本処理を終了する。これに対して、検査が終了していないと受信制御部７１
３が判断した場合（ステップＳ３０６：Ｎｏ）、受信装置７は、ステップＳ３０３へ戻る
。
【０１９１】
　ステップＳ３０７において、電源部７０４の残量が閾値ＬＴ3以上である場合（ステッ
プＳ３０７：Ｙｅｓ）、表示制御部７１３ａは、検査時にカプセル型内視鏡装置３から送
信される一連の画像データを記録することができなくなることを警告するメッセージを表
示部７０３に表示させる（ステップＳ３０８）。具体的には、図２８に示すように、表示
制御部７１３ａは、警告のメッセージｍ３および制限モードを指示するメッセージを表示
部７０３に表示させる。
【０１９２】
　続いて、受信制御部７１３は、操作入力部７１０を介して受信装置７を制限モードに切
り替える指示信号が入力されたか否かを判断する（ステップＳ３０９）。受信装置７を制
限モードに切り替える指示信号が入力された場合（ステップＳ３０９：Ｙｅｓ）、受信装
置７は、後述するステップＳ３１２へ移行する。これに対して、受信装置７を制限モード
に切り替える指示信号が入力されていない場合（ステップＳ３０９：Ｎｏ）、受信装置７
は、ステップＳ３０６へ移行する。
【０１９３】
　ステップＳ３０７において、電源部７０４の残量が閾値ＬＴ3以上（閾値ＴＬ3未満）で
なく（ステップＳ３０７：Ｎｏ）、電源部７０４の残量が閾値ＬＴ4以上である場合（ス
テップＳ３１０：Ｙｅｓ）、表示制御部７１３ａは、受信装置７における入力の受付を禁
止するメッセージを表示部７０３に表示させる（ステップＳ３１１）。具体的には、図２
９に示すように、表示制御部７１３ａは、禁止のメッセージｍ４および受信装置７が制限
モードに切り替わる旨の情報を表示部７０３に表示させる。
【０１９４】
　続いて、動作モード切替部７１３ｂは、受信装置７に設定された任意の操作が可能なモ
ードから操作や表示が制限された制限モードに切り替える（ステップＳ３１２）。ここで
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、制限モードとは、表示部７０３がリアルタイムビュー画像を表示するフレームレートの
制限（たとえば３０ｆｐｓ→１５ｆｐｓ）、表示部７０３が表示するリアルタイムビュー
画像の禁止および操作入力部７１０が入力を受け付ける操作の制限およびキャプチャー画
像設定の制限等が含まれる。
【０１９５】
　その後、受信制御部７１３は、受信装置７が設定条件に達したか否かを判断する（ステ
ップＳ３１３）。ここで、設定条件とは、受信装置７がカプセル型内視鏡装置３から受信
した画像データに対応する画像の記録枚数、受信装置７が画像データの記録を開始してか
らの経過時間、受信装置７の電源部７０４の残量である。たとえば、受信制御部７１３は
、受信装置７がカプセル型内視鏡装置３から受信した画像データに対応する画像の記録枚
数が所定以上に達したか、または受信装置７がカプセル型内視鏡装置３から受信した画像
データを記録してから所定時間経過したか否かを判断する。受信装置７が設定条件に達し
たと受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ３１３：Ｙｅｓ）、受信装置７は、後
述するステップＳ３１４へ移行する。これに対して、受信装置７が設定条件に達していな
いと受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ３１３：Ｎｏ）、受信装置７は、後述
するステップＳ３１５へ移行する。
【０１９６】
　ステップＳ３１４において、動作モード切替部７１３ｂは、受信装置７に設定された制
限モードから任意の操作が可能なモードに切り替える。ステップＳ３１３の後、受信装置
７は、ステップＳ３０６へ移行する。
【０１９７】
　ステップＳ３１５において、受信制御部７１３は、受信装置７に設定された制限モード
を解除する解除操作が行われたか否かを判断する。具体的には、受信制御部７１３は、操
作入力部７１０のＯＫスイッチ７１０ｄが所定時間（たとえば３秒）押下されたか否かを
判断することにより、受信装置７に設定された制限モードを解除する指示信号が入力され
たか否かを判断する。受信装置７に設定された制限モードを解除する解除操作が行われた
と受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ３１５：Ｙｅｓ）、受信装置７は、ステ
ップＳ３１４へ移行する。これに対して、受信装置７に設定された制限モードを解除する
解除操作が行われていないと受信制御部７１３が判断した場合（ステップＳ３１５：Ｎｏ
）、受信装置７は、ステップＳ３０６へ移行する。
【０１９８】
　ステップＳ３０７において、電源部７０４の残量が閾値ＬＴ3以上（閾値ＴＬ3未満）で
なく（ステップＳ３０７：Ｎｏ）、電源部７０４の残量が閾値ＬＴ4以上（閾値ＴＬ4未満
）でない場合（ステップＳ３１０：Ｎｏ）、受信装置７は、ステップＳ３１３へ移行する
。
【０１９９】
　以上説明した本実施の形態６によれば、検査時における一連の画像データを確実に記録
することができる。
【０２００】
　さらに、本実施の形態６によれば、電源部７０４の残量の測定タイミングを遅らせるこ
とで、表示部７０３の動作時間を延ばすことができるとともに、画像データの記録用電力
も十分に確保することができる。
【０２０１】
　さらにまた、本実施の形態６によれば、予め複数の閾値と表示内容とをそれぞれ複数設
定し、段階的にメッセージの内容を変更することで、ユーザに対してきめ細やかに電源部
７０４の残量を提示することができる。
【０２０２】
　また、本実施の形態６によれば、受信装置７が設定条件に達した場合、受信装置７のモ
ードを制限モードから任意な操作が可能な操作モードに切り替えるので、被検体２の検査
が終了した際に電源部７０４の残量内であれば、表示部７０３に画像を表示させることも
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でき、使い勝手を確保することができる。
【０２０３】
　また、本実施の形態６によれば、受信装置７に制限モードが設定された場合であっても
、操作入力部７１０を介して制限モードを解除することができるので、使い勝手をより確
保することができる。
【０２０４】
　なお、本実施の形態６では、表示部７０３に供給される電力量を測定することにより、
電源部７０４の残量を判定していたが、たとえば表示部７０３の駆動時間によって電源部
７０４の残量を判定してもよい。さらに、表示部７０３の駆動に応じて受信装置７の各部
の駆動時間や駆動電力を加味して電源部７０４の残量を判定してもよい。
【０２０５】
　また、本実施の形態６では、電源部７０４の残量が閾値ＬＴ4以上である場合に、受信
装置７を制限モードに切り替えていたが、たとえば閾値ＬＴ2以上で受信装置７を制限モ
ードに切り替えてもよい。さらに、各閾値に応じて制限モードの内容、たとえば閾値ＬＴ

2以上である場合、表示部７０３が表示する画像のフレームレートのみを小さくする制限
モードに切り替えてもよい。
【０２０６】
（実施の形態７）
　つぎに、本発明の実施の形態７について説明する。本実施の形態７は、受信装置がカプ
セル型内視鏡装置から送信された被検体内の画像データに対応するリアルタイムビュー画
像をリアルタイムで表示している場合において、ＯＫスイッチ７１０ｄからキャプチャー
画像を選択する指示信号が入力されたとき、表示部７０３が表示しているリアルタイムビ
ュー画像をキャプチャー画像として設定する。また、本実施の形態７にかかる受信装置は
、上述した実施の形態１と同一の構成を有する。このため、以下においては、受信装置が
行うキャプチャー画像の設定方法について説明する。なお、上述した実施の形態１と同一
の構成には同一の符号を付して説明する。
【０２０７】
　図３０～図３２は、受信装置７の表示部７０３がリアルタイムビュー画像を表示してい
る際にキャプチャー画像を設定する設定方法における画面遷移の一例を示す図である。
【０２０８】
　図３０（ａ）に示すように、受信装置７の表示部７０３がカプセル型内視鏡装置３から
順次送信された被検体２内の画像データに対応するリアルタイムビュー画像Ｒnを表示し
ている場合において、ＯＫスイッチ７１０ｄからキャプチャー画像を選択する指示信号が
入力されたとき、表示制御部７１３ａは、キャプチャー画像設定モードに切り替わり、現
在のリアルタイムビュー画像Ｒnをキャプチャー画像Ｐ1として表示部７０３に表示させる
（図３０（ａ）→図３０（ｂ））。
【０２０９】
　続いて、表示制御部７１３ａは、キャプチャー画像Ｐ1にキャプチャー画像選択画面Ｗ
５を重畳して表示部７０３に表示させる（図３０（ｂ）→図３０（ｃ））。
【０２１０】
　その後、表示部７０３がキャプチャー画像選択画面Ｗ５を表示している場合（図３０（
ｃ））において、ＯＫスイッチ７１０ｄからキャプチャー画像を設定する指示信号が入力
されたとき、受信制御部７１３は、表示部７０３が表示しているキャプチャー画像Ｐ1を
画像データ記録部７１２ａに記録された記録番号をキャプチャー番号としてキャプチャー
番号記録部７１２ｅに記録する。具体的には、受信制御部７１３は、キャプチャー画像Ｐ

1として設定された画像データの記録番号と対応付けてキャプチャー画像のキャプチャー
番号をキャプチャー番号記録部に記録する。ここで、記録番号とは、一連の検査期間にお
いてカプセル型内視鏡装置３から順次送信された画像データに対応する画像を画像データ
記録部７１２ａに記録した順番を示す番号である。
【０２１１】
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　続いて、表示制御部７１３ａは、キャプチャー画像Ｐ1の左領域にキャプチャー画像と
して設定されたことを示すキャプチャーアイコンＡ２１を表示部７０３に表示させるとと
もに、カラーバーＭ１上にキャプチャー画像の記録番号に対応する位置にキャプチャーナ
ンバーアイコンＡ２２を表示部７０３に表示させる（図３０（ｄ））。
【０２１２】
　キャプチャーアイコンＡ２１およびキャプチャーナンバーアイコンＡ２２を所定時間だ
け表示した後、受信装置７は、カプセル型内視鏡装置３から順次送信される被検体２内の
画像データに対応するリアルタイムビュー画像Ｒnを表示するリアルタイムビューモード
に戻る（図３０（ｅ））。
【０２１３】
　これに対して、表示部７０３がキャプチャー画像選択画面Ｗ５を表示している場合（図
３０（ｃ））において、キャンセルスイッチ７１０ｅから選択したキャプチャー画像Ｐ1

を取り消す指示信号が入力されたとき、受信装置７は、カプセル型内視鏡装置３から順次
送信される被検体２内の画像データに対応するリアルタイムビュー画像Ｒnを表示するリ
アルタイムビューモードに戻る（図３０（ｅ））。
【０２１４】
　また、図３１（ａ）に示すように、受信装置７の表示部７０３がカプセル型内視鏡装置
３から順次送信された被検体２内の画像データに対応するリアルタイムビュー画像Ｒnを
表示している場合において、メニュースイッチ７１０ｂからプレイバックビューモードに
切り替える指示信号が入力されたとき、表示制御部７１３ａは、画像データ記録部７１２
ａに記録された画像データに対応する画像を表示部７０３にプレイバックビュー表示させ
る（図３１（ａ）→図３１（ｂ））。
【０２１５】
　続いて、表示制御部７１３ａは、キャプチャー画像Ｐ1にキャプチャー画像選択画面Ｗ
５を重畳して表示部７０３に表示させる（図３１（ｂ）→図３１（ｃ））。
【０２１６】
　その後、プレイバックビューモードで表示部７０３がキャプチャー画像選択画面Ｗ５を
表示している場合（図３１（ｃ））において、ＯＫスイッチ７１０ｄからキャプチャー画
像Ｐ1を設定する指示信号が入力されたとき、受信制御部７１３は、表示部７０３が表示
しているキャプチャー画像Ｐ1を画像データ記録部７１２ａに記録された記録番号をキャ
プチャー番号としてキャプチャー番号記録部７１２ｅに記録する。
【０２１７】
　続いて、表示制御部７１３ａは、キャプチャー画像Ｐ1の左領域にキャプチャー画像と
して設定されたことを示すキャプチャーアイコンＡ２１を表示部７０３に表示させるとと
もに、タイムバーＭ１上にキャプチャー画像の記録番号に対応する位置にキャプチャーナ
ンバーアイコンＡ２２を表示部７０３に表示させる（図３１（ｄ））。
【０２１８】
　キャプチャーアイコンＡ２１およびキャプチャーナンバーアイコンＡ２２を所定時間だ
け表示した後、受信装置７は、カプセル型内視鏡装置３から順次送信される被検体２内の
画像データに対応するリアルタイムビュー画像Ｒnを表示するリアルタイムビューモード
に戻る（図３１（ｅ））。
【０２１９】
　また、図３２（ａ）に示すように、表示部７０３が画像Ｃn（ｎ＝自然数）をプレイバ
ックビュー表示し、ＯＫスイッチ７１０ｄからキャプチャー画像を選択する指示信号が入
力された場合において、キャプチャー画像を記録する記録容量が超えているとき、表示制
御部７１３ａは、キャプチャー画像を記録する記録容量が超えていることを示すキャプチ
ャーフル画面Ｗ６を表示部７０３に表示させる（図３２（ａ）→図３２（ｂ））。この際
、キャンセルスイッチ７１０ｅからキャプチャー画像の選択を中止する指示信号が入力さ
れた場合、表示制御部７１３ａは、キャプチャーフル画面Ｗ６を削除する。これに対して
、ＯＫスイッチ７１０ｄからキャプチャー画像を設定する指示信号が入力された場合、表
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示制御部７１３ａは、設定されたキャプチャー画像Ｐ1～Ｐ15の一覧を表示部７０３に表
示させる（図３２（ｂ）→図３２（ｃ））。この際、キャプチャー画像Ｐ1～Ｐ15は、カ
ラーバーＭ１上に対してそれぞれキャプチャーナンバーアイコンが対応付けて表示されて
いる。
【０２２０】
　その後、表示制御部７１３ａは、選択操作スイッチ７１０ｃから入力される指示信号に
応じて、選択されたキャプチャー画像Ｐ15をハイライト表示する。この際、ＯＫスイッチ
７１０ｄからキャプチャー画像を削除する指示信号が入力された場合、選択されたキャプ
チャー画像Ｐ15の記録番号をキャプチャー番号記録部から削除し、プレイバックビュー画
面の画像Ｃnへ戻る（図３２（ｃ）→図３２（ｄ））。
【０２２１】
　このように、一連の検査において受信装置７が記録する複数の画像データに対して、キ
ャプチャー画像が設定されることで、受信装置７がクレードル８を介して画像処理装置９
に接続され一連の画像データがダウンロードされた場合において、画像処理装置９で一連
の画像データを表示したとき、キャプチャー画像がサムネイル画像として表示される。
【０２２２】
　図３３は、画像処理装置９が表示する被検体２の検査画面の一例を示す図である。図３
３に示すように、画像処理装置９は、検査画面Ｗ７を表示する。検査画面Ｗ７には、少な
くとも、被検体２内で撮像された画像データに対応する画像と、一連の画像データに含ま
れる輝度情報に基づいて作成されたカラーバーＭ２と、カラーバーＭ２と対応付けて表示
されるキャプチャー画像Ｐ1（サムネイル画像）と、各種操作を指示する指示信号の入力
を受け付けるアイコンと、カプセル型内視鏡装置３の位置を推定する被検体画像がそれぞ
れ表示される。ユーザは、マウス９２ａまたはキーボード９２ｂを用いてキャプチャー画
像の前後を確認し、一連の画像データにおける小腸の最初の画像を設定することで、被検
体２の観察を効率化することができる。
【０２２３】
　以上説明した本実施の形態７によれば、受信装置７がキャプチャー画像に対応する記録
番号を一連の画像データと対応付けて記録するので、ユーザが画像処理装置９で被検体２
の観察を行う際に、被検体２の各臓器の境界の画像に対して、ランドマークを容易に付加
することができ、被検体２の観察を効率化することができる。
【０２２４】
　また、本実施の形態７では、受信装置７がプレイバックビューモードでカプセル型内視
鏡装置３から順次送信されて記録した一連の画像データを遡ってキャプチャー画像の設定
または画像の確認を行う場合、画像データ記録部７１２ａに記録された一連の画像データ
を表示部７０３に表示する表示間隔を変更することもできる。さらに、受信装置７は、表
示間隔と同期して、カラーバーＭ１の表示範囲と表示密度を変更することができる。
【０２２５】
　図３４は、受信装置７の表示部７０３がプレイバックビューモードで表示するプレイバ
ックビュー画面の一例を示す図である。
【０２２６】
　図３４に示すように、プレイバックビュー画面には、少なくとも、被検体２内で撮像さ
れた画像Ｃnと、カラーバーＭ１と、各種アイコンと、現在選択されているデータレンジ
を示すデータレンジ枠Ｆ１と、データレンジ枠Ｆ１で表示する画像の領域を選択するセレ
クションカーソルＹ２と、カラーバーＭ１における現在の表示位置を示す指標Ｙ３と、セ
レクションカーソルＹ２に同期してデータレンジ内をスクロールするスクロールバーＢ１
とがそれぞれ表示されている。この場合、表示制御部７１３ａは、選択操作スイッチ７１
０ｃの右ボタンまたは左ボタンが操作されている場合、３０分後の画像およびスクロール
バーの位置を移動させて表示部７０３に表示させる（図３５を参照）。
【０２２７】
　また、図３６に示すように、受信装置７は、表示部７０３がプレイバックビューモード
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で画像Ｃnを表示している場合において（図３６（ａ））、選択操作スイッチ７１０ｃの
下ボタンまたは上ボタンが操作されたとき、画像データを表示する表示間隔、カラーバー
の表示範囲および各バーの表示密度を変更するモードをモード１、モード２およびモード
３の順に切り換えて表示部７０３に表示させる（図３６（ａ）→図３６（ｂ）→図３６（
ｃ））。この際、表示制御部７１３ａは、モードに応じて、表示間隔、平均色カラーバー
の表示範囲および表示密度を変更して表示部７０３に表示させる（たとえば、±３０分→
±１０分→±５分）。
【０２２８】
　このように、検査時間に応じた画像の表示を行うことができるので、検査時間に関わら
ず、所望の画像を容易に検索することができる。
【０２２９】
（その他の実施の形態）
　また、本発明では、複数のアンテナがシート状をなす一枚のプレート上に配置されてい
たが、たとえば被検体の体外表面上の所定位置に個別に配置されてもよい。
【０２３０】
　また、本発明では、開放型アンテナを例に説明したが、アンテナの種類は特に限定され
ず、たとえばループアンテナであってもよい。さらに、無線信号を増幅する能動回路を各
アンテナに適宜設けてもよい。
【０２３１】
　さらなる効果や変形例は、当業者によって容易に導き出すことができる。よって、本発
明のより広範な態様は、以上のように表わしかつ記述した特定の詳細および代表的な実施
形態に限定されるものではない。したがって、添付のクレームおよびその均等物によって
定義される総括的な発明の概念の精神または範囲から逸脱することなく、様々な変更が可
能である。
【符号の説明】
【０２３２】
　１　カプセル型内視鏡システム
　２　被検体
　３，１１　カプセル型内視鏡装置
　４　アンテナ装置
　５　アンテナケーブル
　６　アンテナ接続ユニット
　７，１２　受信装置
　８，１３，１４　クレードル
　９　画像処理装置
　９１，７０３　表示部
　９２　操作入力デバイス
　９２ｂ　キーボード
　９２ａ　マウス
　１１１，３１２　カプセル制御部
　１１１ａ，３１２ａ　アンテナ切替部
　１１２　送受信アンテナ
　１１３，６０１　アンテナ切替選択スイッチ部
　１２１　デバイス切替部
　１２２，１３３，１４１，６００，６０８，７０１，７０９　コネクタ部
　１３１　ハブ
　１３２　選択信号生成部
　３０１　照明部
　３０２　照明駆動部
　３０３　撮像部
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　３０４　撮像駆動部
　３０５，６０３　信号処理部
　３０６，６０５　送信部
　３０７　送信アンテナ
　３０８，６０２　受信部
　３０９　受信アンテナ
　３１０，６０７，７１２　記録部
　３１１，７０４　電源部
　３１２ｂ　信号判定部
　３１２ｃ　動作モード切替部
　６０４　受信電界強度検出部
　６０６　断線検出部
　６０９　アンテナ制御部
　６０９ａ　選択制御部
　６０９ｂ　異常情報付加部
　７０２　画像処理部
　７０２ａ　平均色算出部
　７０２ｂ　カラーバー生成部
　７０５　電力測定部
　７０６　残量検出部
　７０７　音声出力部
　７０８　振動部
　７１０　操作入力部
　７１１　リアルタイムクロック
　７１３　受信制御部
　７１３ａ　表示制御部
　７１３ｂ　動作モード切替部
　７１３ｃ　残量判定部
　７１３ｄ　断線判定部
【要約】
　電池の消費を低減することをできるカプセル型内視鏡装置、受信装置およびカプセル型
内視鏡システムを提供する。被検体内に導入されるカプセル型内視鏡装置３において、被
検体を撮像し、被検体内の画像データを生成する撮像部３０３と、画像データを含む無線
信号を外部へ送信する送信部３０６と、カプセル型内視鏡装置３の動作を指示する制御信
号を外部から受信する受信部３０８と、送信部３０６が無線信号を送信した送信タイミン
グと対応付けて、受信部３０８を起動させるカプセル制御部３１２と、を備える。
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